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注意事項

ホームズ君「耐震診断Pro」の保有水平耐力計算オプション（以下、本システム）は、
一般財団法人日本建築防災協会の「木造住宅耐震診断プログラム評価」の対象範囲外です。
以下にプログラム評価の対象範囲を示します。

　　・一般診断法
　　・精密診断法１

　　・新耐震木造住宅検証法
　　・精密診断法２（限界耐力計算）
　　・精密診断法２（保有水平耐力計算）
　　・壁量計算
　　・壁の配置（偏心率、４分割法）
　　・柱頭柱脚金物算定（Ｎ値計算）
　　・梁・桁断面計算
　　・省エネルギー計算
　　・プレゼンボード機能

保有水平耐力計算で建物の耐震性を評価するためには、前提として地震力に対する許容応力度計算を
行い建物各部の安全性を確認することが必要となります。
本システムでは、地震力に対する許容応力度計算の検定項目のうち、柱頭柱脚接合部の引抜力に
対する検定、水平構面の地震力に対する検定などの、保有水平耐力計算に直接影響する部分の
計算のみを行うため、以下の項目は診断者が別途、検定・検討を行い、問題点を報告しています。

　　・地盤の崩壊等
　　・地盤と基礎の検定
　　・土台の曲げとアンカーボルトの引張およびせん断の検定
　　・横架材接合部の引抜力に対する検定
　　・屋根葺き材等の検討
　　・筋かいの座屈に対する検定
　　・梁上耐力壁の載る梁の短期曲げ、せん断の検定

【プログラム評価範囲】

【保有水平耐力計算オプションにおける注意点】

●プログラム評価対象の機能

●プログラム評価対象外の機能

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

本ソフトウェアは、一般財団法人 日本建築防災協会発行の2012年改訂版「木造住宅の耐震診断と補強
方法」の精密診断法２（保有水平耐力計算）に準拠した結果を出力しています。

2012年改訂版「木造住宅の耐震診断と補強方法」では診断の対象とする地震を、建物がその耐用年数の
間にごくまれに遭遇するかもしれない大地震動としています。

本ソフトウェアの診断結果に問題がなくても、地震による被害を受けないことを保証するものではあり
ません。

・

・

・



柔床ルート(水平構面剛性を考慮)計算方法

1.331.041.441.02

第2種地盤

7,260mm軒高と棟高の平均

Ⅱ 軽微なひび割れのある無筋コンクリート基礎

調査日 2004年10月01日 財来一郎診断者

在来構法備考

建物コード

建物名

建築地

建物用途

構法

竣工年月

000000

財来一郎(在来軸組構法)

つくば市東2-31-18

住宅

在来軸組構法

1980年9月 (昭和55年)

基礎仕様

地震地域係数Z 1.00 多雪区域区分 一般

建物概要

検定結果（柱頭柱脚接合部）

外壁材種 木ずり下地ﾓﾙﾀﾙ塗壁2階：2,800mm1階：2,800mm階高

地盤種別

軟弱地盤割増 軟弱地盤ではない。 1.0

1階 2階

3本 7本

係数

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減がかかります。

51本 48本

検定OK

検定NG

検定結果（偏心率）

1階X方向

※柔床ルートの計算のため、偏心率は保有水平耐力計算には影響しません。

0.20偏心率

1階Y方向

0.36

2階X方向

0.09

2階Y方向

0.08

検定結果（水平構面）

1階X方向

7箇所検定OK

1階Y方向

8箇所

2階X方向

5箇所

2階Y方向

5箇所

1箇所検定NG 1箇所 1箇所 1箇所

水平構面の検定NGの箇所が存在します。

※検定NG欄の右側の数値は検定比の最大値を示します。

1階：1.00　2階：1.00必要保有水平耐力割増

1.41

1.50

0.68

0.66

55.20

47.53

115.00

103.85

階 方向
保有水平耐力

Que(kN)
グラフ

 

X

Y

X
2

77.87

71.46

78.83

Y
1

69.55

0.7 1.0   1.5
必要保有水平耐力

Qun(kN)
上部構造評点

Que/Qun

上部構造評点 = 保有水平耐力(Que) ／ 必要保有水平耐力(Qun)

上部構造評点
のうち最小の値

評点 判定

1.5以上

1.0以上～1.5未満

0.7以上～1.0未満

0.7未満

◎倒壊しない

○一応倒壊しない

△倒壊する可能性がある

×倒壊する可能性が高い

0.66

上部構造の耐力の評価 （建築基準法の想定する大地震動での倒壊の可能性）

＜精密診断法2＞

1.総合評価 日付：2020年02月19日 9:27:09
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各部の検討

上部構造評点以外の、建物各部における問題点等

【①地盤の崩壊等】
特になし

【②基礎の破損・亀裂等】
特になし

【③土台とアンカーボルトの破壊】
アンカーボルト、引き抜き金物が十分な性能を発揮できない場合があります。

【④横架材接合部の外れ】
特になし

【⑤屋根葺き材の落下】
特になし

【⑥その他】
特になし

＜精密診断法2＞
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固定荷重(G)

構成部材仕様名 荷重(N/㎡)分類

屋根（厚形スレート葺き/母屋スパ
ン2m以下）

厚形スレート(下地、垂木含む) 440屋根

母屋（スパン2m以下) 50

490合計

軒天(下見板張、羽目板張又は繊
維板)

下見板、羽目板、繊維板(下地含む) 100軒天

100合計

天井(住宅用・石膏ボード) 石膏ボード(吊木、受木、下地含む) 150天井

梁・桁(スパン4m以下) 100

250合計

外壁(サイディング) サイディング(下地含む) 100外壁

軸組 150

せっこうボードクロス張り 100

350合計

床(板張) 板張(根太含む) 150床(室内床)

150合計

間仕切壁(せっこうボード) せっこうボードクロス張り 100間仕切壁

軸組 150

せっこうボードクロス張り 100

350合計

バルコニー腰壁(サイディング) サイディング(下地含む) 100バルコニー腰壁

軸組 150

サイディング(下地含む) 100

350合計

バルコニー床(住宅用・モルタル塗
り)

モルタル塗り(厚20) 400バルコニー床

床下地 150

550合計

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09
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積載荷重(P)

地震力計算用積載荷重（N/㎡) 600

積雪荷重(S)

※本建物の建築地は一般区域のため、地震力に積雪荷重は算入しない。

設計荷重

地震力用設計荷重(N/㎡)部位

490/cos26.56°＝548(G)屋根(5寸勾配)

100/cos26.56°＝112(G)軒天(5寸勾配)

250(G)天井(水平)

350(G)外壁

150＋600＝750(G＋P)床

350(G)間仕切壁

350(G)バルコニー腰壁

550＋600＝1150(G＋P)バルコニー床

＜精密診断法2＞

2.地震力計算(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

4



地震力用面積計算表

部位 区画 縦(m) 横(m) 面積(㎡) 備考 面積合計(㎡)

5.750 5.460 31.3950002階屋根(勾配5寸) YnA 103.31

8.480 8.480 71.910400YnB

5.750 0.600 3.4500002階軒天(勾配5寸) NtA 25.46

0.600 5.460 3.276000NtB

0.600 4.860 2.916000NtC

3.330 0.600 1.998000NtD

0.600 0.910 0.546000NtE

0.600 0.910 0.546000NtF

0.600 6.370 3.822000NtG

0.600 6.370 3.822000NtH

8.480 0.600 5.088000NtI

4.550 5.460 24.8430002階水平天井 TnA 77.84

7.280 7.280 52.998400TnB

4.550 3.640 16.5620002階床 YkA 76.19

3.640 1.820 6.624800YkB

7.280 7.280 52.998400YkC

0.910 4.550 4.1405002階バルコニー床 BlA 4.14

1.965 6.060 11.9079001階屋根(勾配5寸) YnC 11.91

1.965 0.600 1.1790001階軒天(勾配5寸) NtJ 4.46

0.600 5.460 3.276000NtK

5.915 5.460 32.2959001階水平天井 TnC 89.43

8.190 4.550 37.264500TnD

7.280 2.730 19.874400TnE

※「備考」： ▲　→　三角形区画

＜精密診断法2＞
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地震力用部位別壁長計算表

部位 方向 通り 壁長さ(m) 壁長さ合計(m)

y9 12.740 40.0402階外壁(壁高2.8m) X方向

y4 5.460

y1 7.280

x0 4.550Y方向

x6 2.730

x14 7.280

y8 3.640 38.2202階内壁(壁高2.8m) X方向

y7 4.550

y5 7.280

y3 0.910

x2 0.910Y方向

x4 4.550

x6 3.640

x10 5.460

x11 7.280

y0 4.550 6.3702階バルコニー腰壁 X方向

x6 0.910Y方向

x11 0.910

y9 12.740 41.8601階外壁(壁高2.8m) X方向

y2' 5.460

y1 2.730

y0 4.550

x0 5.915Y方向

x6 2.275

x11 0.910

x14 7.280

y8 3.640 37.7651階内壁(壁高2.8m) X方向

y7 4.550

y5 5.460

y4 3.640

x2 0.910Y方向

x3 1.365

x4 5.915

x6 4.095

x8 1.820

x9 0.910

x10 1.820

x11 3.640

＜精密診断法2＞
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各階(層)地震用荷重の計算

層 部位 壁長
(m)

壁高さ
(m)

面積
(㎡)

単位荷重
(kN/㎡)

荷重
(kN)

層の荷重
Wi(kN)

- - 103.312層 2階屋根(勾配5寸) 0.548 56.62 117.30

- - 25.46(2階上部) 2階軒天(勾配5寸) 0.112 2.86

- - 77.842階水平天井 0.250 19.46

40.040 1.400 56.062階外壁(上半分)(壁高2.8m) 0.350 19.63

38.220 1.400 53.512階内壁(上半分)(壁高2.8m) 0.350 18.73

40.040 1.400 56.061層 2階外壁(下半分)(壁高2.8m) 0.350 19.63 171.16

38.220 1.400 53.51(2階下部+1階上部) 2階内壁(下半分)(壁高2.8m) 0.350 18.73

6.370 1.100 7.012階バルコニー腰壁 0.350 2.46

- - 76.192階床 0.750 57.15

- - 4.142階バルコニー床 1.150 4.77

- - 11.911階屋根(勾配5寸) 0.548 6.53

- - 4.461階軒天(勾配5寸) 0.112 0.50

- - 89.431階水平天井 0.250 22.36

41.860 1.400 58.611階外壁(上半分)(壁高2.8m) 0.350 20.52

37.765 1.400 52.881階内壁(上半分)(壁高2.8m) 0.350 18.51

※外壁、内壁、外部袖壁の壁高さは階高/2、バルコニー腰壁の壁高さは1.1mとする。

※妻壁には外壁の単位荷重を、パラペットには外部袖壁の単位荷重をそれぞれ適用する。

各階(層)地震力の計算

層
(階)

層の荷重
Wi

(kN)

層の
支持荷重

∑Wi
(kN)

軒高と棟高
の平均

h
(m)

建築物の
固有周期

T
(s)

- - - 7.260 0.218

層せん断力
分布係数

Ai
-

地震地域
係数

Z

振動特性
係数
Rt

地震力
Qud
(kN)

1.00 1.00 -

117.30 117.30 0.406 1.307 153.32

171.16 288.46 1.000 1.000 288.46

3

2

1

地盤割増

β

1.00

αi = (i 階より上の全荷重)／(1階より上の全荷重) = ΣWi／ΣW1

αi

T = 0.03×h

Ai = 1 + ( (1/√αi) - αi ) × ( 2T / (1+3T) )

Rt = 1.0                            （T＜Tcの場合）

Qud = ΣWi×Ci×β

Rt = 1-0.2（T/Tc－1)^2　　　（Tc≦T＜2Tcの場合）
Rt = 1.6×Tc／T　　　　　　　（2Tc≦Tの場合）

（Tc：地盤種別によって決まる値　　第１種地盤　0.4　　第２種地盤　0.6　　第３種地盤　0.8）

標準せん
断力係数

C0
1.0

地震層せん断力係数 Ci

= ΣWi×（Z×Rt×Ai×C0）×β

※妻壁の壁高さは軒高より上の高さとする（妻壁が長方形でない場合は壁長さで均した平均高さとする）。

＜精密診断法2＞
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鉛直荷重による押さえの効果を示す係数Lの算出

出隅柱が荷重を受ける範囲 その他の柱が荷重を受ける範囲

■寸法情報

 屋根勾配 (寸) 5

 A　軒・ケラバの出 (mm)

 B　出隅柱の隣接柱との距離の1/2 (mm)

 C　その他の柱の両側隣接柱との距離の1/2 (mm)

600

910

910

 D　その他の柱の内部柱との距離の1/2 (mm) 910

■負担範囲

出隅柱

その他の柱
(A＋B)  ＝

屋根
2 2.280

(A＋D)×C＝

軒天 天井・床・積載 外壁

負担面積(㎡)

1.374

(A＋B)  －B  ＝ 1.452

A×C＝ 0.546

B  ＝ 0.828

C×D＝ 0.828

B×2＝ 1.820

C＝ 0.910

負担長さ(m)

2 2 2

※以下の設定が建物全体の柱に適用されます。
    部分的に変更がある場合は「柱のN値計算」で示されます。

■鉛直荷重による押さえの効果を示す係数L

出隅柱

その他の柱

1階柱
(下屋部分)

0.29

係数L

0.18

1階柱
(2階建て部分)

0.77

0.49

2階柱
(下屋部分)

0.29

0.18

【計算式】
1階柱（下屋部分） 係数L＝(1階屋根荷重＋1階軒天荷重＋1階天井荷重)／(1階階高×1.96)
1階柱（2階建て部分） 係数L＝(2階屋根荷重＋2階軒天荷重＋1階天井荷重＋2階天井荷重

            ＋2階床・積載荷重＋2階外壁荷重)／(1階階高×1.96)
2階柱 係数L＝(2階屋根荷重＋2階軒天荷重＋2階天井荷重)／(2階階高×1.96)

屋根荷重＝負担面積(屋根)×設計荷重(屋根)
軒天荷重＝負担面積(軒天)×設計荷重(軒天)
天井荷重＝負担面積(天井・床・積載)×設計荷重(天井)
床・積載荷重＝負担面積(天井・床・積載)×設計荷重(床)
外壁荷重＝負担長さ(外壁)×設計荷重(外壁)×階高

※設計荷重は「2.地震力計算(2)」を参照

：
：

：

＜精密診断法2＞
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柱のN値計算

■1階柱の計算

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

2２層：出隅 0.00     |／ 5.62 -0.5 5.12 0.8 出隅 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.8 0.77 6.241 X 1 - -

2２層：出隅 5.62  ＼|    0.00 -0.5 5.12 0.8 出隅 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.8 7.51Y 1 - -

2２層：他柱 5.62  ／|＼ 5.62 1.0 1.00 0.5 他柱 2.86  ＼|／ 4.39 0.0 1.53 0.5 0.49 0.802 X 2 - -

2２層：他柱 5.62  ＼|□ 4.39 -0.5 0.73 0.5 他柱 4.39  ／|□ 1.89 0.5 3.00 0.5 0.49 1.433 X 3 - -

2- - - - - 他柱(右) 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.54 0.50 0.00

2２層：他柱 2.50  ／|    0.00 0.5 3.00 0.5 他柱 2.50  ＼|    0.00 -0.5 2.00 0.5 2.08Y 3 - -

2２層：他柱 4.39  □|    0.00 0.0 4.39 0.5 他柱 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.5 0.49 2.754 X 5 - -

2- - - - - 他柱(左) 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.54 0.50 0.00

2２層：他柱 2.50  ＼|    0.00 -0.5 2.00 0.5 他柱 2.50  ／|    0.00 0.5 3.00 0.5 2.08Y 5 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱(右) 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.5 0.49 -0.025 X 7 0.50 0.47

2２層：他柱 2.50  ＼|    0.00 -0.5 2.00 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 1.73Y 6 - -

2- - - - - 他柱(下) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.516 0.50 0.39

2２層：他柱 0.00     |／ 5.62 -0.5 5.12 0.5 他柱(左) 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.5 0.49 2.646 X 7 0.50 0.47

-２層：他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.29Y - - -

2２層：他柱 5.62  ／|    0.00 0.5 6.12 0.5 他柱 1.89  □|＼ 2.86 0.5 1.47 0.5 0.49 3.437 X 8 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱 2.86  ＼|    0.00 -0.5 2.36 0.5 0.49 0.728 X 9 - -

2２層：他柱 4.80  ×|    0.00 0.0 4.80 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 2.78Y 9 - -

-２層：他柱 0.00     |＼ 5.62 0.5 6.12 0.5 - - - - - 0.49 2.679 X - - -

2２層：他柱 2.50  ＼|    0.00 -0.5 2.00 0.5 他柱 4.80  ×|    0.00 0.0 4.80 0.5 3.02Y 10 - -

-２層：他柱 5.62  ＼|    0.00 -0.5 5.12 0.5 - - - - - 0.49 2.1510 X - - -

2２層：他柱 0.00     |＼ 5.62 0.5 6.12 0.5 他柱 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.5 0.49 4.6811 X 11 - -

2２層：出隅 5.62  ＼|    0.00 -0.5 5.12 0.8 出隅 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.8 0.77 7.5112 X 12 - -

2２層：出隅 4.65  ＼|    0.00 -0.5 4.15 0.8 出隅 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.8 6.70Y 12 - -

2２層：他柱 5.62  ／|＼ 5.62 1.0 1.00 0.5 他柱 2.86  ＼|／ 4.39 0.0 1.53 0.5 0.49 0.8013 Y 13 - -

2２層：他柱 0.00     |／ 2.50 -0.5 2.00 0.5 他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 0.49 2.0814 Y 14 - -

2２層：他柱 2.50  ／|＼ 2.50 1.0 1.00 0.5 他柱 1.54  □|／ 2.50 -0.5 0.46 0.5 0.49 0.2515 Y 15 - -

-２層：他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.49 0.2916 Y - - -

2２層：他柱 0.00     |＼ 4.65 0.5 5.15 0.5 他柱 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.5 0.49 4.1817 Y 17 - -

2２層：他柱 0.00     |／ 5.62 -0.5 5.12 0.5 他柱 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.5 0.49 3.8918 Y 18 - -

2２層：他柱 0.00     |／ 2.50 -0.5 2.00 0.5 他柱(下) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 0.49 0.9319 Y 23 0.50 0.39

2２層：他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 0.49 1.8520 X 19 - -

2２層：他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 2.25Y 19 - -

2- - - - - 他柱(上) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.516 0.50 0.39

-２層：他柱 2.50  ＼|□ 1.54 -0.5 0.46 0.5 - - - - - 0.49 -0.2721 X - - -

2２層：他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 他柱 1.54  □|× 4.80 0.0 3.26 0.5 0.49 1.9822 X 20 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱 4.80  ×|    0.00 0.0 4.80 0.5 0.49 1.9823 X 21 - -

2２層：他柱 0.00     |× 4.80 0.0 4.80 0.5 他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 2.78Y 21 - -

2２層：他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 他柱 1.54  □|× 4.80 0.0 3.26 0.5 0.49 3.1424 Y 22 - -

2- - - - - 他柱(下) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.526 0.50 0.39

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 0.49 0.2925 Y 24 - -

2２層：他柱 5.62  ／|    0.00 0.5 6.12 0.5 他柱 4.39  ＼|    0.00 -0.5 3.89 0.5 0.49 4.6827 Y 27 - -

2２層：他柱 5.62  ＼|    0.00 -0.5 5.12 0.5 他柱 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.5 0.49 4.6828 Y 28 - -

2２層：他柱 2.50  ＼|    0.00 -0.5 2.00 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 0.49 1.7329 Y 29 - -

2- - - - - 他柱(上) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.523 0.50 0.39

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 0.49 0.2930 X 30 - -

2２層：他柱 2.50  ／|    0.00 0.5 3.00 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 1.85Y 30 - -

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

柱のN値計算

■1階柱の計算（続き）

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

2２層：他柱 0.00     |＼ 4.39 0.5 4.89 0.5 他柱(右) 1.54  □|□ 1.54 0.0 0.00 0.5 0.49 2.0331 X 31 0.75 0.00

2２層：他柱 4.39  ＼|／ 4.39 0.0 0.00 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 0.49 0.2932 X 32 - -

2- - - - - 他柱(左) 1.54  □|□ 1.54 0.0 0.00 0.531 0.25 0.00

2２層：他柱 4.39  ／|＼ 4.39 1.0 1.00 0.5 他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 0.49 1.5733 X 33 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 0.77Y 33 - -

2- - - - - 他柱(下) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.545 0.60 0.46

2２層：他柱 4.39  ＼|    0.00 -0.5 3.89 0.5 他柱 2.50  ＼|□ 1.54 -0.5 0.46 0.5 0.49 2.1534 X 34 - -

2- - - - - 他柱(右) 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.535 0.50 0.39

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱(上) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 0.29Y 26 0.50 0.39

2- - - - - 他柱(下) 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.546 0.50 0.39

2２層：他柱 0.00     |／ 5.62 -0.5 5.12 0.5 他柱(左) 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 0.49 2.5535 X 35 0.50 0.39

-２層：他柱 5.62  ／|    0.00 0.5 6.12 0.5 - - - - - 0.49 2.6736 X - - -

2２層：他柱 6.54  ＼|／ 5.62 0.0 0.92 0.5 他柱 4.39  ／|＼ 4.39 1.0 1.00 0.5 0.49Y 36 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 出隅 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.8 0.49 1.7137 X 37 - -

2- - - - - 他柱(右) 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.538 0.67 0.63

2２層：他柱 1.89  □|＼ 5.62 0.5 4.23 0.5 出隅 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.8 4.91Y 37 - -

2２層：他柱 0.00     |／ 2.50 -0.5 2.00 0.5 他柱 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.5 0.49 2.6038 X 39 - -

2- - - - - 他柱(左) 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.538 0.33 0.32

2２層：他柱 2.50  ／|    0.00 0.5 3.00 0.5 他柱 2.86  ＼|□ 1.89 -0.5 0.47 0.5 0.49 2.0339 X 40 - -

2- - - - - 他柱(右) 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.541 0.75 0.71

2２層：他柱 1.54  □|＼ 2.50 0.5 1.46 0.5 他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 1.05Y 40 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱(左) 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.5 0.49 -0.2640 X 41 0.25 0.24

2２層：他柱 2.50  ＼|／ 2.50 0.0 0.00 0.5 他柱 1.89  □|□ 1.54 0.0 0.35 0.5 -0.33Y 43 - -

2２層：他柱 0.00     |＼ 6.54 0.5 7.04 0.5 他柱 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.5 0.49 5.1641 Y 44 - -

-下屋：出隅 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.8 - - - - - 0.29 1.2742 Y - - -

-下屋：他柱 0.00     |＼ 5.62 0.5 6.12 0.5 - - - - - 0.18 2.9943 X - - -

-下屋：他柱 5.62  ＼|    0.00 -0.5 5.12 0.5 - - - - - 0.18 2.4744 X - - -

-下屋：他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

2２層：他柱 1.89  □|＼ 2.50 0.5 1.11 0.5 他柱(下) 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.5 0.49 0.0745 Y 47 0.67 0.00

2２層：他柱 6.54  ／|    0.00 0.5 7.04 0.5 他柱 2.86  ＼|    0.00 -0.5 2.36 0.5 0.49 4.3746 Y 48 - -

2２層：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 出隅 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.8 0.49 5.1447 X 49 - -

2- - - - - 他柱(右) 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.550 0.80 1.96

2- - - - - 他柱(右) 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.551 0.40 0.38

2- - - - - 他柱(右) 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.552 0.20 0.00

2２層：他柱 4.65  ／|□ 1.89 0.5 3.26 0.5 出隅 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.8 2.75Y 49 - -

2- - - - - 他柱(上) 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.547 0.33 0.00

2２層：他柱 0.00     |□ 5.31 0.0 5.31 0.5 他柱 1.89  □|＼ 4.39 0.5 3.00 0.5 0.49 4.9048 X 53 - -

2- - - - - 他柱(左) 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.550 0.20 0.49

2- - - - - 他柱(左) 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.551 0.60 0.57

2- - - - - 他柱(左) 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.552 0.80 0.00

2２層：他柱 4.65  ／|    0.00 0.5 5.15 0.5 他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 3.36Y 53 - -

2- - - - - 他柱(上) 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.546 0.50 0.39

2２層：他柱 5.31  □|    0.00 0.0 5.31 0.5 他柱 4.39  ＼|    0.00 -0.5 3.89 0.5 0.49 4.2649 X 54 - -

2２層：出隅 0.00     |／ 6.54 -0.5 6.04 0.8 出隅 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.8 0.77 7.0050 Y 55 - -

-下屋：出隅 0.00     |／ 4.65 -0.5 4.15 0.8 - - - - - 0.29 3.1451 X - - -

-下屋：出隅 0.00     |／ 4.65 -0.5 4.15 0.8 - - - - - 3.14Y - - -
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

柱のN値計算

■1階柱の計算（続き）

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

-下屋：他柱 4.65  ／|    0.00 0.5 5.15 0.5 - - - - - 0.18 2.4852 X - - -

-下屋：他柱 0.00     |＼ 4.65 0.5 5.15 0.5 - - - - - 0.18 2.4853 X - - -

2下屋：他柱 0.00     |    0.00 0.0 0.00 0.5 他柱(上) 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 0.13Y 45 0.40 0.31

-下屋：出隅 4.65  ＼|    0.00 -0.5 4.15 0.8 - - - - - 0.29 3.1454 X - - -

-下屋：出隅 0.00     |／ 4.65 -0.5 4.15 0.8 - - - - - 3.14Y - - -
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



柱のN値計算

■2階柱の計算

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

-出隅 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.8 - - - - - 0.29 2.491 X - - -

-出隅 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.8 - - - - - 3.76Y - - -

-他柱 2.86  ＼|／ 4.39 0.0 1.53 0.5 - - - - - 0.18 0.612 X - - -

-他柱 4.39  ／|□ 1.89 0.5 3.00 0.5 - - - - - 0.18 1.373 X - - -

-他柱 2.50  ＼|    0.00 -0.5 2.00 0.5 - - - - - 0.85Y - - -

-他柱 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.18 -0.194 X - - -

-他柱 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.5 - - - - - 0.18 0.795 X - - -

-他柱 2.50  ／|    0.00 0.5 3.00 0.5 - - - - - 1.37Y - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.616 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.5 - - - - - 0.18 0.797 X - - -

-他柱 1.89  □|＼ 2.86 0.5 1.47 0.5 - - - - - 0.18 0.588 X - - -

-他柱 2.86  ＼|    0.00 -0.5 2.36 0.5 - - - - - 0.18 1.049 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 4.80  ×|    0.00 0.0 4.80 0.5 - - - - - 0.18 2.3010 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.5 - - - - - 0.18 1.8311 X - - -

-出隅 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.8 - - - - - 0.29 3.7612 X - - -

-出隅 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.8 - - - - - 3.76Y - - -

-他柱 2.86  ＼|／ 4.39 0.0 1.53 0.5 - - - - - 0.18 0.6113 Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 - - - - - 0.18 1.3714 Y - - -

-他柱 1.54  □|／ 2.50 -0.5 0.46 0.5 - - - - - 0.18 0.0515 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6116 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.5 - - - - - 0.18 1.8317 Y - - -

-他柱 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.5 - - - - - 0.18 1.5618 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6119 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 1.54  □|× 4.80 0.0 3.26 0.5 - - - - - 0.18 1.5020 X - - -

-他柱 4.80  ×|    0.00 0.0 4.80 0.5 - - - - - 0.18 2.3021 X - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 1.54  □|× 4.80 0.0 3.26 0.5 - - - - - 0.18 1.5022 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6123 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6124 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6126 Y - - -

-他柱 4.39  ＼|    0.00 -0.5 3.89 0.5 - - - - - 0.18 1.8327 Y - - -

-他柱 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.5 - - - - - 0.18 2.3528 Y - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6129 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6130 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 1.54  □|□ 1.54 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.18 -0.1931 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6132 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 2.50 0.5 3.00 0.5 - - - - - 0.18 1.3733 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 2.50  ＼|□ 1.54 -0.5 0.46 0.5 - - - - - 0.18 0.0534 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6135 X - - -

-他柱 4.39  ／|＼ 4.39 1.0 1.00 0.5 - - - - - 0.18 0.3336 Y - - -

-出隅 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.8 - - - - - 0.29 1.2737 X - - -

-出隅 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.8 - - - - - 2.93Y - - -

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



柱のN値計算

■2階柱の計算（続き）

階

L N値

柱状況 パターン A1補正
値

B1
当該階方

向 柱状況 パターン A2
A3

補正
値

B2
B3

上階柱

柱 スパン
逆比

AB2'
AB3'

-他柱 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.5 - - - - - 0.18 0.7938 X - - -

-他柱 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.5 - - - - - 0.18 1.5639 X - - -

-他柱 2.86  ＼|□ 1.89 -0.5 0.47 0.5 - - - - - 0.18 0.0640 X - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 1.89  □|    0.00 0.0 1.89 0.5 - - - - - 0.18 0.7941 X - - -

-他柱 1.89  □|□ 1.54 0.0 0.35 0.5 - - - - - 0.18 -0.0143 Y - - -

-他柱 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.5 - - - - - 0.18 1.8344 Y - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6145 X - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.18 0.6146 X - - -

-他柱 1.54  □|    0.00 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.18 -0.1947 Y - - -

-他柱 2.86  ＼|    0.00 -0.5 2.36 0.5 - - - - - 0.18 1.0448 Y - - -

-出隅 0.00     |／ 4.39 -0.5 3.89 0.8 - - - - - 0.29 2.9349 X - - -

-出隅 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.8 - - - - - 1.27Y - - -

-他柱 4.39  ／|    0.00 0.5 4.89 0.5 - - - - - 0.18 2.3550 X - - -

-他柱 0.00     |□ 1.89 0.0 1.89 0.5 - - - - - 0.18 0.7951 X - - -

-他柱 1.89  □|□ 1.89 0.0 0.00 0.5 - - - - - 0.18 -0.1952 X - - -

-他柱 1.89  □|＼ 4.39 0.5 3.00 0.5 - - - - - 0.18 1.3753 X - - -

-他柱 0.00     |□ 1.54 0.0 1.54 0.5 - - - - - 0.61Y - - -

-他柱 4.39  ＼|    0.00 -0.5 3.89 0.5 - - - - - 0.18 1.8354 X - - -

-出隅 0.00     |＼ 2.86 0.5 3.36 0.8 - - - - - 0.29 2.4955 Y - - -

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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パターン : 柱両側の耐力壁の取り付きを表しています。    Ｘ：筋かいダブル　　／：筋かいシングル　　□：面材耐力壁

上階 柱状況 : （　）表記は、下階の柱から見た上階の柱の平面位置を表しています。

■表記の説明

方向 : 柱に斜め方向の耐力壁が取り付く場合は方向が「Z1方向」「Z2方向」となります。（最大斜め2方向まで）

#は、同位置の耐力壁の合計壁倍率を上限値の7.0に低減して計算していることを表しています。

数値は柱両側の壁の換算壁倍率です。（耐震診断における無開口壁の壁基準耐力÷1.96）

L : 「3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(1)」を参照。

診断者が部分的に変更した箇所は「※」付きで表示されます。

N値 : 階高による補正（階高/2.7）が掛けられています。



柱頭柱脚接合部の引抜の検定

階 最大N値 保有N値 検定比柱 金物記号 検定

1 1 7.51 (い) 0.00 - NG

1 2 0.80 (い) 0.00 - NG

1 3 2.08 (い) 0.00 - NG

1 4 2.75 (い) 0.00 - NG

1 5 1.73 (い) 0.00 - NG

1 6 2.64 (い) 0.00 - NG

1 7 3.43 (い) 0.00 - NG

1 8 2.78 (い) 0.00 - NG

1 9 3.02 (い) 0.00 - NG

1 10 2.15 (い) 0.00 - NG

1 11 4.68 (い) 0.00 - NG

1 12 7.51 (い) 0.00 - NG

1 13 0.80 (い) 0.00 - NG

1 14 2.08 (い) 0.00 - NG

1 15 0.25 (い) 0.00 - NG

1 16 0.29 (い) 0.00 - NG

1 17 4.18 (い) 0.00 - NG

1 18 3.89 (い) 0.00 - NG

1 19 0.93 (い) 0.00 - NG

1 20 2.25 (い) 0.00 - NG

1 21 -0.27 (い) 0.00 0.00 OK

1 22 1.98 (い) 0.00 - NG

1 23 2.78 (い) 0.00 - NG

1 24 3.14 (い) 0.00 - NG

1 25 0.29 (い) 0.00 - NG

1 26 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

1 27 4.68 (い) 0.00 - NG

1 28 4.68 (い) 0.00 - NG

1 29 1.73 (い) 0.00 - NG

1 30 1.85 (い) 0.00 - NG

1 31 2.03 (い) 0.00 - NG

1 32 0.29 (い) 0.00 - NG

1 33 1.57 (い) 0.00 - NG

1 34 2.15 (い) 0.00 - NG

1 35 2.55 (い) 0.00 - NG

1 36 2.67 (い) 0.00 - NG

1 37 4.91 (い) 0.00 - NG

1 38 2.60 (い) 0.00 - NG

1 39 2.03 (い) 0.00 - NG

1 40 -0.26 (い) 0.00 0.00 OK

1 41 5.16 (い) 0.00 - NG

1 42 1.27 (い) 0.00 - NG

1 43 2.99 (い) 0.00 - NG

1 44 2.47 (い) 0.00 - NG

1 45 0.07 (い) 0.00 - NG

1 46 4.37 (い) 0.00 - NG

1 47 5.14 (い) 0.00 - NG

1 48 4.90 (い) 0.00 - NG

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(3) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)
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最大N値：「柱のN値計算」で求められた各方向のN値の中の最大値
検定比　：最大N値/保有N値　（1.0以下で検定OK）

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減が掛かります。



柱頭柱脚接合部の引抜の検定

階 最大N値 保有N値 検定比柱 金物記号 検定

1 49 4.26 (い) 0.00 - NG

1 50 7.00 (い) 0.00 - NG

1 51 3.14 (い) 0.00 - NG

1 52 2.48 (い) 0.00 - NG

1 53 2.48 (い) 0.00 - NG

1 54 3.14 (い) 0.00 - NG

2 1 3.76 (い) 0.00 - NG

2 2 0.61 (い) 0.00 - NG

2 3 1.37 (い) 0.00 - NG

2 4 -0.19 (い) 0.00 0.00 OK

2 5 1.37 (い) 0.00 - NG

2 6 0.61 (い) 0.00 - NG

2 7 0.79 (い) 0.00 - NG

2 8 0.58 (い) 0.00 - NG

2 9 1.04 (い) 0.00 - NG

2 10 2.30 (い) 0.00 - NG

2 11 1.83 (い) 0.00 - NG

2 12 3.76 (い) 0.00 - NG

2 13 0.61 (い) 0.00 - NG

2 14 1.37 (い) 0.00 - NG

2 15 0.05 (い) 0.00 - NG

2 16 0.61 (い) 0.00 - NG

2 17 1.83 (い) 0.00 - NG

2 18 1.56 (い) 0.00 - NG

2 19 0.61 (い) 0.00 - NG

2 20 1.50 (い) 0.00 - NG

2 21 2.30 (い) 0.00 - NG

2 22 1.50 (い) 0.00 - NG

2 23 0.61 (い) 0.00 - NG

2 24 0.61 (い) 0.00 - NG

2 25 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

2 26 0.61 (い) 0.00 - NG

2 27 1.83 (い) 0.00 - NG

2 28 2.35 (い) 0.00 - NG

2 29 0.61 (い) 0.00 - NG

2 30 0.61 (い) 0.00 - NG

2 31 -0.19 (い) 0.00 0.00 OK

2 32 0.61 (い) 0.00 - NG

2 33 1.37 (い) 0.00 - NG

2 34 0.05 (い) 0.00 - NG

2 35 0.61 (い) 0.00 - NG

2 36 0.33 (い) 0.00 - NG

2 37 2.93 (い) 0.00 - NG

2 38 0.79 (い) 0.00 - NG

2 39 1.56 (い) 0.00 - NG

2 40 0.61 (い) 0.00 - NG

2 41 0.79 (い) 0.00 - NG

2 42 0.00 (い) 0.00 0.00 OK

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(3) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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最大N値：「柱のN値計算」で求められた各方向のN値の中の最大値
検定比　：最大N値/保有N値　（1.0以下で検定OK）

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減が掛かります。



柱頭柱脚接合部の引抜の検定

階 最大N値 保有N値 検定比柱 金物記号 検定

2 43 -0.01 (い) 0.00 0.00 OK

2 44 1.83 (い) 0.00 - NG

2 45 0.61 (い) 0.00 - NG

2 46 0.61 (い) 0.00 - NG

2 47 -0.19 (い) 0.00 0.00 OK

2 48 1.04 (い) 0.00 - NG

2 49 2.93 (い) 0.00 - NG

2 50 2.35 (い) 0.00 - NG

2 51 0.79 (い) 0.00 - NG

2 52 -0.19 (い) 0.00 0.00 OK

2 53 1.37 (い) 0.00 - NG

2 54 1.83 (い) 0.00 - NG

2 55 2.49 (い) 0.00 - NG

＜精密診断法2＞

3.柱頭柱脚接合部の引抜の検定(3) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000
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最大N値：「柱のN値計算」で求められた各方向のN値の中の最大値
検定比　：最大N値/保有N値　（1.0以下で検定OK）

※検定NGの柱に取り付く壁の荷重変形関係には低減が掛かります。





壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 0.910- -1.000.9101 2 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.25 0.85 0.24 0.21

---103 1.00 1.00 0.25 0.22

1.001.001.00304 - 0.99 0.24 0.21

-1.001.00 0.910- -1.000.9102 3 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.53 1.00 0.52 0.47

---103 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00304 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 1.820- -1.001.8203 4 202 - 0.99 8.60 1.00 Ⅱ 0.34 1.00 0.33 0.60

1.001.001.00304 - 0.99 0.33 0.60

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.8204 5 417 - 0.99 3.70 0.25 Ⅱ 0.34 1.00 0.08 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.08 0.00

0.6001.001.00 0.000- 1.8201.001.8205 6 417 - 0.99 3.70 0.61 Ⅱ 0.25 0.70 0.15 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.15 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.9106 7 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.11 0.70 0.10 0.09

---103 1.00 1.00 0.11 0.10

1.001.001.00304 - 0.99 0.10 0.09

0.6001.001.00 0.000- 0.9101.000.9107 8 417 - 0.99 3.70 0.61 Ⅱ 0.11 0.70 0.06 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.06 0.00

0.6001.001.00 0.000- 0.9101.000.9108 9 417 - 0.99 3.70 0.61 Ⅱ 0.29 1.00 0.17 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.17 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.9109 10 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.25 0.70 0.24 0.21

---103 1.00 1.00 0.25 0.22

1.001.001.00304 - 0.99 0.24 0.21

1.4001.001.00 0.000- 0.9101.000.91010 11 417 - 0.99 3.70 0.25 Ⅱ 0.11 0.70 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91011 12 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.11 0.70 0.10 0.09

---103 1.00 1.00 0.11 0.10

1.001.001.00304 - 0.99 0.10 0.09

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82013 14 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.66 1.00 0.02 △0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 △0.00

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82014 15 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.66 1.00 0.02 △0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 △0.00

-1.001.00 1.820- -1.001.82020 21 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 0.70 0.52 0.94

---103' 1.00 1.00 0.53 0.96

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.94

-1.001.00 0.910- -1.000.91021 22 307 - 0.99 3.00 1.00 Ⅱ 0.72 0.70 0.69 0.62

1.001.001.00307 - 0.99 0.69 0.62

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91022 23 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.29 0.70 0.01 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.01 0.00

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91023 24 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.29 1.00 0.01 0.00

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

1.001.001.00307 - 0.99 0.01 0.00

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91030 31 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.28 1.00 0.01 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.01 0.00

-1.001.00 1.820- -1.001.82031 32 307 - 0.99 8.60 1.00 Ⅱ 0.28 1.00 0.27 0.49

---103' 1.00 1.00 0.28 0.50

1.001.001.00202 - 0.99 0.27 0.49

-1.001.00 0.910- -1.000.91032 33 307 - 0.99 8.60 1.00 Ⅱ 0.70 1.00 0.69 0.62

---103' 1.00 1.00 0.70 0.63

1.001.001.00202 - 0.99 0.69 0.62

-1.001.00 0.910- -1.000.91033 34 307 - 0.99 8.60 1.00 Ⅱ 0.41 1.00 0.40 0.36

---103' 1.00 1.00 0.41 0.37

1.001.001.00202 - 0.99 0.40 0.36

-1.001.00 0.910- -1.000.91035 36 304 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.11 1.00 0.10 0.09

---103 1.00 1.00 0.11 0.10

1.001.001.00202 - 0.99 0.10 0.09

2.2001.001.00 0.000- 2.7301.002.73037 38 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.36 1.00 0.01 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.01 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91038 39 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

2.2001.001.00 0.000- 2.7301.002.73042 43 307 - 0.99 3.70 0.04 Ⅱ *0.11 1.00 0.00 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.00 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91043 44 304 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ *0.11 1.00 0.10 0.09

---103 1.00 1.00 0.11 0.10

1.001.001.00202 - 0.99 0.10 0.09

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82044 45 307 - 0.99 3.70 0.04 Ⅱ *0.25 1.00 0.00 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.00 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91048 49 202 - 0.99 10.40 1.00 Ⅱ 0.22 0.70 0.21 0.19

1.001.001.00202 - 0.99 0.21 0.19

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82049 50 307 - 0.99 3.70 0.04 Ⅱ 0.12 0.70 0.00 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.00 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91051 52 307 - 0.99 9.10 1.00 Ⅱ *0.24 0.70 0.23 0.20

---103 1.00 1.00 0.24 0.21

1.001.001.00202 - 0.99 0.23 0.20

2.2001.001.00 0.000- 2.7301.002.73052 53 307 - 0.99 3.70 0.04 Ⅱ *0.24 0.70 0.00 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.00 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91053 54 307 - 0.99 9.10 1.00 Ⅱ *0.24 0.70 0.23 0.20

---103 1.00 1.00 0.24 0.21

1.001.001.00202 - 0.99 0.23 0.20

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁

22

材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階Y方向

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 0.910- -1.000.9101 13 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.25 0.85 0.24 0.21

---103 1.00 1.00 0.25 0.22

1.001.001.00304 - 0.99 0.24 0.21

-1.001.00 0.910- -1.000.91013 18 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.25 0.85 0.24 0.21

---103 1.00 1.00 0.25 0.22

1.001.001.00304 - 0.99 0.24 0.21

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82018 28 417 - 0.99 3.70 0.25 Ⅱ 0.25 0.85 0.06 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.06 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91028 37 202 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.25 0.85 0.24 0.21

---103 1.00 1.00 0.25 0.22

1.001.001.00304 - 0.99 0.24 0.21

-1.001.00 1.365- -1.001.36537 42 417 - 0.99 3.70 1.00 Ⅱ *0.36 0.85 0.35 0.47

1.001.001.00307 - 0.99 0.35 0.47

-1.001.00 0.910- -1.000.9103 14 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

2.2001.001.00 0.000- 1.3651.001.36538 43 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ *0.11 1.00 0.00 △0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.00 △0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.9104 15 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.34 1.00 0.33 0.30

---103' 1.00 1.00 0.34 0.30

1.001.001.00307 - 0.99 0.33 0.30

-1.001.00 0.910- -1.000.91015 19 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.66 1.00 0.65 0.59

---103' 1.00 1.00 0.66 0.60

1.001.001.00307 - 0.99 0.65 0.59

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82019 29 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.66 1.00 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91029 39 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 1.365- -1.001.36539 44 307 - 0.99 3.00 1.00 Ⅱ *0.25 1.00 0.24 0.32

1.001.001.00307 - 0.99 0.24 0.32

-1.001.00 1.820- -1.001.8205 20 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 0.70 0.52 0.94

---103' 1.00 1.00 0.53 0.96

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.94

-1.001.00 0.910- -1.000.91030 40 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 1.365- -1.001.36540 45 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.74 1.00 0.73 0.99

---103' 1.00 1.00 0.74 1.01

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■1階Y方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

1.001.001.00307 - 0.99 0.73 0.99

-1.001.00 1.365- -1.001.36545 47 417 - 0.99 3.70 1.00 Ⅱ 0.77 1.00 0.76 1.03

1.001.001.00307 - 0.99 0.76 1.03

-1.001.00 0.910- -1.000.91047 51 202 - 0.99 9.10 1.00 Ⅱ *0.38 0.70 0.37 0.33

---103 1.00 1.00 0.38 0.34

1.001.001.00307 - 0.99 0.37 0.33

-1.001.00 0.910- -1.000.9106 16 307 - 0.99 3.00 1.00 Ⅱ 0.25 0.70 0.24 0.21

1.001.001.00307 - 0.99 0.24 0.21

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91016 21 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.72 0.70 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91022 26 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.72 1.00 0.02 △0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 △0.00

-1.001.00 1.820- -1.001.8208 23 307 - 0.99 9.40 1.00 Ⅱ 0.29 0.70 0.28 0.50

---W104 1.00 1.00 0.29 0.52

1.001.001.00307 - 0.99 0.28 0.50

-1.001.00 1.820- -1.001.8209 24 307 - 0.99 4.90 1.00 Ⅱ 0.53 0.70 0.52 0.94

---103' 1.00 1.00 0.53 0.96

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.94

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82024 34 307 - 0.99 3.00 0.04 Ⅱ 0.41 1.00 0.01 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.01 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91048 54 307 - 0.99 9.10 1.00 Ⅱ *0.22 0.70 0.21 0.19

---103 1.00 1.00 0.22 0.20

1.001.001.00202 - 0.99 0.21 0.19

-1.001.00 0.910- -1.000.91012 17 307 - 0.99 9.10 1.00 Ⅱ 0.24 0.70 0.23 0.20

---103 1.00 1.00 0.24 0.21

1.001.001.00202 - 0.99 0.23 0.20

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82017 27 307 - 0.99 3.70 0.25 Ⅱ 0.11 0.70 0.02 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91027 36 304 - 0.99 11.00 1.00 Ⅱ 0.11 1.00 0.10 0.09

---103 1.00 1.00 0.11 0.10

1.001.001.00202 - 0.99 0.10 0.09

-1.001.00 0.910- -1.000.91036 41 202 - 0.99 12.80 1.00 Ⅱ 0.00 1.00 0.00 0.00

---103 1.00 1.00 0.00 0.00

1.001.001.00202 - 0.99 0.00 0.00

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82041 46 307 - 0.99 3.70 0.25 Ⅱ 0.00 1.00 0.00 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.00 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91046 50 202 - 0.99 12.80 1.00 Ⅱ 0.00 1.00 0.00 0.00

---103 1.00 1.00 0.00 0.00

1.001.001.00202 - 0.99 0.00 0.00

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■2階X方向

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 0.910- -1.000.9101 2 417 - 0.99 5.60 1.00 - 0.28 1.00 0.27 0.24

---103' 1.00 1.00 0.28 0.25

1.001.001.00307 - 0.99 0.27 0.24

-1.001.00 0.910- -1.000.9102 3 202 - 0.99 8.60 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 0.910- -1.000.9103 4 417 - 0.99 3.70 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 0.910- -1.000.9104 5 417 - 0.99 3.70 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

0.6001.001.00 0.000- 1.8201.001.8205 6 417 - 0.99 3.70 0.61 - 0.53 1.00 0.32 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.32 0.00

0.6001.001.00 0.000- 0.9101.000.9106 7 417 - 0.99 3.70 0.61 - 0.68 1.00 0.41 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.41 0.00

-1.001.00 1.820- -1.001.8207 8 417 - 0.99 3.70 1.00 - 0.68 1.00 0.67 1.21

1.001.001.00307 - 0.99 0.67 1.21

-1.001.00 0.910- -1.000.9108 9 417 - 0.99 5.60 1.00 - 0.61 1.00 0.60 0.54

---103' 1.00 1.00 0.61 0.55

1.001.001.00307 - 0.99 0.60 0.54

0.6001.001.00 0.000- 0.9101.000.9109 10 417 - 0.99 3.70 0.61 - 0.29 1.00 0.17 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.17 0.00

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82010 11 417 - 0.99 3.70 0.25 - 0.29 0.85 0.07 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.07 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91011 12 202 - 0.99 8.60 1.00 - 0.28 0.85 0.27 0.24

---103' 1.00 1.00 0.28 0.25

1.001.001.00307 - 0.99 0.27 0.24

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82013 14 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.53 1.00 0.02 △0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 △0.00

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82014 15 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.53 1.00 0.02 △0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 △0.00

-1.001.00 2.730- -1.002.73019 20 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.49 1.00 0.48 1.31

1.001.001.00307 - 0.99 0.48 1.31

-1.001.00 0.910- -1.000.91020 21 307 - 0.99 9.40 1.00 - 0.29 1.00 0.28 0.25

---W104 1.00 1.00 0.29 0.26

1.001.001.00307 - 0.99 0.28 0.25

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91021 22 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.29 1.00 0.01 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.01 0.00

-1.001.00 1.365- -1.001.36530 31 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.96

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.96

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■2階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 1.365- -1.001.36531 32 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.96

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.96

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91032 33 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.53 1.00 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91033 34 307 - 0.99 4.90 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 0.910- -1.000.91034 35 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 0.85 0.71 0.64

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.64

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82035 36 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.72 0.85 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91037 38 307 - 0.99 3.70 1.00 - 0.41 1.00 0.40 0.36

1.001.001.00417 - 0.99 0.40 0.36

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82038 39 307 - 0.99 3.70 0.25 - 0.48 1.00 0.11 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.11 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91039 40 307 - 0.99 5.60 1.00 - 0.48 1.00 0.47 0.42

---103' 1.00 1.00 0.48 0.43

1.001.001.00417 - 0.99 0.47 0.42

-1.001.00 0.455- -1.000.45540 41 307 - 0.99 3.70 1.00 - 0.68 1.00 0.67 0.30

1.001.001.00417 - 0.99 0.67 0.30

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91041 42 307 - 0.99 3.70 0.04 - 0.68 1.00 0.02 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.455- -1.000.45542 43 Δ307 - 0.99 0.00 1.00 - 1.00 1.00 0.00 0.00

1.001.001.00Δ417 - 0.99 0.00 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91045 46 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.64

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.64

-1.001.00 0.910- -1.000.91049 50 307 - 0.99 8.60 1.00 - 0.28 1.00 0.27 0.24

---103' 1.00 1.00 0.28 0.25

1.001.001.00202 - 0.99 0.27 0.24

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82050 51 307 - 0.99 3.70 0.04 - 0.28 1.00 0.01 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.01 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91051 52 307 - 0.99 3.70 1.00 - 0.68 1.00 0.67 0.60

1.001.001.00417 - 0.99 0.67 0.60

-1.001.00 0.910- -1.000.91052 53 307 - 0.99 3.70 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

1.001.001.00417 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 0.910- -1.000.91053 54 307 - 0.99 8.60 1.00 - 0.41 0.85 0.40 0.36

---103' 1.00 1.00 0.41 0.37

1.001.001.00202 - 0.99 0.40 0.36

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82054 55 307 - 0.99 3.70 0.25 - 0.41 0.85 0.10 0.00

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁

26

材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■2階X方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

1.001.001.00417 - 0.99 0.10 0.00

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■2階Y方向

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

-1.001.00 0.910- -1.000.9101 13 202 - 0.99 8.60 1.00 - 0.28 1.00 0.27 0.24

---103' 1.00 1.00 0.28 0.25

1.001.001.00307 - 0.99 0.27 0.24

-1.001.00 0.910- -1.000.91013 18 417 - 0.99 5.60 1.00 - 0.48 1.00 0.47 0.42

---103' 1.00 1.00 0.48 0.43

1.001.001.00307 - 0.99 0.47 0.42

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82018 28 417 - 0.99 3.70 0.25 - 0.28 1.00 0.06 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.06 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91028 37 202 - 0.99 8.60 1.00 - 0.28 1.00 0.27 0.24

---103' 1.00 1.00 0.28 0.25

1.001.001.00307 - 0.99 0.27 0.24

-1.001.00 0.910- -1.000.9103 14 307 - 0.99 4.90 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 0.910- -1.000.9105 15 307 - 0.99 4.90 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.47

---103' 1.00 1.00 0.53 0.48

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.47

-1.001.00 1.820- -1.001.82015 23 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 1.29

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 1.29

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91023 29 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.72 1.00 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91029 40 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.64

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.64

-1.001.00 0.910- -1.000.9106 16 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.64

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.64

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91016 19 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.72 1.00 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91019 24 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.64

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.64

-1.001.00 0.910- -1.000.91030 43 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.72 1.00 0.71 0.64

1.001.001.00307 - 0.99 0.71 0.64

-1.001.00 1.820- -1.001.82043 47 417 - 0.99 3.70 1.00 - 1.00 1.00 0.99 1.80

1.001.001.00307 - 0.99 0.99 1.80

-1.001.00 0.910- -1.000.91047 49 417 - 0.99 3.70 1.00 - 0.41 1.00 0.40 0.36

1.001.001.00307 - 0.99 0.40 0.36

-1.001.00 1.820- -1.001.8209 21 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.29 1.00 0.28 0.50

1.001.001.00307 - 0.99 0.28 0.50

-1.001.00 1.820- -1.001.82033 45 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.53 1.00 0.52 0.94

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.94

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L



壁の標準骨格曲線に乗ずる係数の算出

■2階Y方向（続き）

柱1
面材
釘

低減

大壁
胴縁
下地
低減

材種
コード

筋かい
接合部
低減

階高
低減

面材
隙間
低減

長さ
(m)

総合
低減
係数

壁の仕様柱2
合計
基準
耐力
Fw

開口
高さ
(m)

一体
開口
番号

開口幅
(m)

開口
低減

開口情報 有効
長さ

L
(m)

基礎
仕様

接合部
低減

劣化
低減

標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82045 52 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.72 1.00 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 1.820- -1.001.82010 22 307 - 0.99 9.40 1.00 - 0.29 0.85 0.28 0.50

---W104 1.00 1.00 0.29 0.52

1.001.001.00307 - 0.99 0.28 0.50

-1.001.00 0.910- -1.000.91022 26 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.49 0.85 0.48 0.43

1.001.001.00307 - 0.99 0.48 0.43

2.2001.001.00 0.000- 0.9101.000.91026 34 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.72 0.85 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

2.2001.001.00 0.000- 1.8201.001.82034 46 307 - 0.99 3.00 0.04 - 0.72 0.85 0.02 0.00

1.001.001.00307 - 0.99 0.02 0.00

-1.001.00 1.820- -1.001.82046 53 307 - 0.99 3.00 1.00 - 0.53 0.85 0.52 0.94

1.001.001.00307 - 0.99 0.52 0.94

-1.001.00 0.910- -1.000.91012 17 307 - 0.99 8.60 1.00 - 0.28 0.85 0.27 0.24

---103' 1.00 1.00 0.28 0.25

1.001.001.00202 - 0.99 0.27 0.24

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82017 27 307 - 0.99 3.70 0.25 - 0.41 0.85 0.10 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.10 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91027 36 307 - 0.99 8.60 1.00 - 0.41 0.85 0.40 0.36

---103' 1.00 1.00 0.41 0.37

1.001.001.00202 - 0.99 0.40 0.36

-1.001.00 0.910- -1.000.91036 44 307 - 0.99 8.60 1.00 - 0.41 0.85 0.40 0.36

---103' 1.00 1.00 0.41 0.37

1.001.001.00202 - 0.99 0.40 0.36

1.4001.001.00 0.000- 1.8201.001.82044 48 307 - 0.99 3.70 0.25 - 0.41 0.85 0.10 0.00

1.001.001.00417 - 0.99 0.10 0.00

-1.001.00 0.910- -1.000.91048 55 307 - 0.99 5.60 1.00 - 0.48 0.85 0.47 0.42

---103' 1.00 1.00 0.48 0.43

1.001.001.00417 - 0.99 0.47 0.42

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

【材種コードの表記について】
　　太枠囲み：補強計画で追加、変更された材種
　　Δ　　　：長さ90cm未満の筋かいおよび60cm未満の面、土塗壁
【基準耐力の表記について】
　　Δ　　　：端部に柱がないために耐力、剛性0と扱われる壁
【開口高さの表記について】
　　Δ　　　：垂壁の高さ36cm未満のため、垂壁高さが開口高さに加算されている開口部
【接合部低減係数および劣化低減係数の表記について】
　　* 　　　：直上に他階が載っていないため平屋の低減係数を使用
【標準骨格曲線に乗ずる係数の表記について】
　　Δ　　　：耐力を持つ無開口壁に接していないために耐力・剛性を算定できない開口壁
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材種コード　「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4)」を参照。
一体開口番号　同じ番号が付いている壁は一体の開口部として評価する。
　　　　　　一体の開口部の係数は○付きの行（安全側となる仕様）で計算。
総合低減係数（面材の場合）　＝階高低減×面材隙間低減×面材釘低減×大壁胴縁下地低減×開口低減×min（接合部低減、劣化低減）
総合低減係数（筋かいの場合）＝筋かい接合部低減×階高低減×min（接合部低減、劣化低減）
　　各種低減の係数表は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5)」を参照。
有効長さ L　無開口壁および筋かいの場合　L＝長さ
            開口壁の場合　L＝開口幅   （開口の両側が耐力を有する無開口壁と接していて両端の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝開口幅／2（開口の片側のみ耐力を有する無開口壁と接していてそちら側の柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OK)
                          L＝0        （開口の両側とも耐力を有する無開口壁と接していない、または柱頭柱脚接合部の引抜の検定NG)
標準骨格曲線に乗じる係数＝総合低減係数×有効長さ L







使用壁材一覧

【材種コードの表記について】
　　'　　　　：釘打ち仕様の筋かい
　　-1 -2　　：補正が掛かっている壁材種

※ 壁材種設定により入力者が任意に追加した材種は網掛けで塗られて表示。

基準
耐力

(kN/m)

変形角(×10^-3rad)に対する強度(kN/m)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0
コード 材種名

筋かい(30×90) 0.00 1.35 2.03 2.51 3.10 3.87 4.19 4.81 4.89 2.78 2.37 1.56103 2.40

筋かい(30×90)(釘打ち) 0.00 0.98 1.42 1.72 2.11 2.53 2.64 2.92 2.97 2.78 2.37 1.56103' 1.90

筋かい(45×90) 0.00 2.03 3.04 3.77 4.65 5.81 6.28 7.21 7.33 3.30 3.16 2.44104 3.20

構造用合板(大) 0.00 1.85 2.71 3.31 4.26 5.10 5.60 6.58 7.20 7.61 7.78 6.95202 5.20

構造用合板(非大-ビス@150四
)

0.00 2.39 3.52 4.25 5.24 6.05 6.55 7.34 7.70 7.02 5.94 3.31304 3.40

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GNF40@200
川)

0.00 0.80 1.07 1.22 1.43 1.59 1.67 1.69 1.63 1.50 1.37 1.09307 1.50

木ずり下地ﾓﾙﾀﾙ塗壁 0.00 1.61 2.57 3.19 4.06 4.48 4.72 4.82 4.41 3.18 2.93 2.22417 2.20

筋かい(30×90) 筋かい(30×90)(釘打ち) 筋かい(45×90)

構造用合板(大) 構造用合板(非大-ビス@150四) 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(非大-GNF40@200川)

木ずり下地ﾓﾙﾀﾙ塗壁

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(4) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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0.8 0.7

係数表

開口低減係数筋かい接合部低減係数表

大壁胴縁下地低減係数

所定の金物 1.0 1.0 1.0

1.5倍用金物

2.0倍用金物以上

筋かい金物等

0.8

0.9

1.0

3.0未満

0.7

0.8

0.9

3.0～5.0

筋かいの要素基準耐力(kN/m)

0.6

0.7

0.8

5.0以上

釘打ち(2-N75程度)以下

※開口壁は、柱間距離の1/2で分割した上で、無開口壁と接する側のみ
   壁として評価します。
   無開口壁と接しない部分は垂壁・腰壁付き独立柱で評価されます
　 (柱の小径が12cm以上の場合のみ)。
※接する無開口壁が耐力を有し、取り付く柱が柱頭柱脚接合部の引抜の
   検定を満たす場合のみ開口壁の耐力を評価します。

1.5／基準耐力

0.75

(1) 胴縁をN75@200以下 (2) (1)の仕様以外

2超 4以下

2以下

基準耐力
（kN/m）

3／基準耐力

（- －  ・基準耐力＋1.25）

1.0

4超

1
8

低減係数

※30×90また45×90の筋かいの釘打ち仕様は固有の
   基準耐力と標準骨格曲線を使用する。
   （上記の表の低減係数は使用しない）

低減係数＝（（壁高さ－開口高さ）／階高）

階高低減係数（面材の場合）

低減係数 1.0 両側の値を直線補間 0.8

2.7m以下 2.7m超5.0m未満

壁高さ（階高）

5.0m

階高低減係数（筋かいの場合）

壁高さH0と柱間隔Ldの比H0/Ldが3.5を超える場合

低減係数＝3.5×Ld／H0

それ以外の場合 低減係数＝1.0

面材隙間低減係数

低減係数＝壁高さ比×0.9

壁高さ比＝面材が張られている部分の高さ／横架材内法間距離

※壁高さ比が0.7以上で、面材の取り付く柱の小径が基準法
   43条の規定を満たしている場合のみ適用可能。

面材釘低減係数

[釘間隔が所定の間隔と異なる場合]

補正係数＝所定の釘間隔／実際に打たれている釘間隔

[釘の直径が所定の直径より小さい場合]

補正係数＝（実際に打たれている釘の直径／所定の釘の直径）
2

※システム上は、診断者が上記の2つの補正係数をそれぞれ求めて
   掛け合わせた値を設定します。

劣化低減係数

劣化の程度 低減係数

部材に著しい劣化が認められる。

劣化が認められない。

部材に部分的な劣化が認められる。

1.0

0.85

0.7

接合部低減係数

Ａ．基礎仕様がⅠ（健全な鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎）の場合、または2階以上の壁の場合

低減係数＝壁端柱の柱頭柱脚接合部の保有N値／壁端柱の算出N値
　　　　　　　　×(1－(7.0－A1)×0.8／6.0)＋(7.0－A1)×0.8／6.0
　※A1＝N値計算における当該柱両側の壁の倍率差

※壁の両端の柱がどちらも検定NGの場合はより低い低減係数を採用。

壁端柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定NGの場合：

低減係数＝1.0壁端柱が柱頭柱脚接合部の引抜の検定OKの場合：

Ｂ．基礎仕様がⅢ（玉石、石積、ブロック基礎、ひび割れのある無筋コンクリート造の基礎）の場合

Aと同じ方法で求めた低減係数と、下の表で求めた低減係数のうち低いほうを採用する。

[2階建てまたは3階建ての1階の場合]

低減係数 1.0 0.6

2.0

壁の基準耐力(kN/m)

7.03.0 5.0

※壁基準耐力が表の数値の中間の場合は両側の値を直線補間。
   基準耐力2.0kN/m未満の場合は2.0kN/mの値を、7.0kN/m超の
   場合は7.0kN/mの欄の値を使用する。

0.7

[平屋建ての場合]

低減係数 1.0

1.0

壁の基準耐力(kN/m)

2.0

※壁基準耐力が表の数値の中間の場合は両側の値を直線補間。
   基準耐力1.0kN/m未満の場合は1.0kN/mの値を、2.0kN/m超の
   場合は2.0kN/mの欄の値を使用する。

Ｃ．基礎仕様がⅡ（基礎仕様Ⅰ、Ⅲ以外）の場合

Aと同じ方法で求めた低減係数と、Bと同じ方法で求めた低減係数の平均値を採用する。

2

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(5) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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耐力を算入する垂壁・腰壁付き独立柱の確認

■1階X方向

柱の小径 垂壁種類柱
垂壁

負担幅
(m)

垂壁
基準耐力
(kN/m)

劣化
低減係数

dKc

柱
パターン

曲げ
破壊

可能性

D5 15cm以上18cm未満 垂壁・腰壁 1.82 3.70 0.70

A8 15cm以上18cm未満 垂壁のみ *0.91 *3.70 0.70

A13 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 0.85

B14 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 1.82 3.00 1.00

A15 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 1.00

A23 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 0.70

A24 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.45 3.00 0.70

A30 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.45 3.00 1.00

B37 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 1.36 3.00 0.85

B42 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 1.36 3.70 0.85

A45 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.70 1.00

A50 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.70 0.70

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(6) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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※無開口壁と接していない柱のみ耐力を算入する。
※「柱パターン」は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7)」を参照。
※「垂壁種類」および「垂壁基準耐力」に「*」が付いている柱は、両側の開口壁の種類（垂壁または垂壁・腰壁）
　または壁基準耐力が異なるため、安全側となるほうの仕様が採用されている。
※「曲げ破壊可能性」が「有り」となっている柱は垂壁・腰壁の仕様と柱小径の組み合わせにより地震時に曲げ破壊を
　生じる可能性がある。



耐力を算入する垂壁・腰壁付き独立柱の確認

■1階Y方向

柱の小径 垂壁種類柱
垂壁

負担幅
(m)

垂壁
基準耐力
(kN/m)

劣化
低減係数

dKc

柱
パターン

曲げ
破壊

可能性

A38 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.68 3.00 1.00

A43 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.68 3.00 1.00

A21 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.45 3.00 0.70

A22 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.45 3.00 0.70

A26 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.45 3.00 1.00

A34 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 1.00

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(6) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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※無開口壁と接していない柱のみ耐力を算入する。
※「柱パターン」は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7)」を参照。
※「垂壁種類」および「垂壁基準耐力」に「*」が付いている柱は、両側の開口壁の種類（垂壁または垂壁・腰壁）
　または壁基準耐力が異なるため、安全側となるほうの仕様が採用されている。
※「曲げ破壊可能性」が「有り」となっている柱は垂壁・腰壁の仕様と柱小径の組み合わせにより地震時に曲げ破壊を
　生じる可能性がある。



耐力を算入する垂壁・腰壁付き独立柱の確認

■2階X方向

柱の小径 垂壁種類柱
垂壁

負担幅
(m)

垂壁
基準耐力
(kN/m)

劣化
低減係数

dKc

柱
パターン

曲げ
破壊

可能性

D6 15cm以上18cm未満 垂壁・腰壁 1.36 3.70 1.00

D10 15cm以上18cm未満 垂壁・腰壁 1.36 3.70 0.85

A13 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 1.00

B14 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 1.82 3.00 1.00

A15 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 1.00

A22 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.45 3.00 0.85

A36 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 0.85

C55 15cm以上18cm未満 垂壁・腰壁 0.91 3.70 0.85

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(6) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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※無開口壁と接していない柱のみ耐力を算入する。
※「柱パターン」は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7)」を参照。
※「垂壁種類」および「垂壁基準耐力」に「*」が付いている柱は、両側の開口壁の種類（垂壁または垂壁・腰壁）
　または壁基準耐力が異なるため、安全側となるほうの仕様が採用されている。
※「曲げ破壊可能性」が「有り」となっている柱は垂壁・腰壁の仕様と柱小径の組み合わせにより地震時に曲げ破壊を
　生じる可能性がある。



耐力を算入する垂壁・腰壁付き独立柱の確認

■2階Y方向

柱の小径 垂壁種類柱
垂壁

負担幅
(m)

垂壁
基準耐力
(kN/m)

劣化
低減係数

dKc

柱
パターン

曲げ
破壊

可能性

A52 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 0.91 3.00 1.00

B34 15cm以上18cm未満 垂壁のみ 1.36 3.00 0.85

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(6) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

37

※無開口壁と接していない柱のみ耐力を算入する。
※「柱パターン」は「4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7)」を参照。
※「垂壁種類」および「垂壁基準耐力」に「*」が付いている柱は、両側の開口壁の種類（垂壁または垂壁・腰壁）
　または壁基準耐力が異なるため、安全側となるほうの仕様が採用されている。
※「曲げ破壊可能性」が「有り」となっている柱は垂壁・腰壁の仕様と柱小径の組み合わせにより地震時に曲げ破壊を
　生じる可能性がある。



垂壁・腰壁付き独立柱の標準骨格曲線

変形角(×10^-3rad)に対する強度(kN/m)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0
柱の小径 垂壁種類

垂壁
基準耐力
(kN/m)

垂壁
負担幅

(m)

柱
パターン

0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89垂壁のみ15cm以上18cm未満 1.2未満 3.0～4.0A

0.00 0.15 0.30 0.45 0.72 1.04 1.33 1.79 2.14 2.49 2.28 1.87垂壁のみ15cm以上18cm未満 1.2以上 3.0～4.0B

0.00 0.27 0.53 0.77 1.19 1.62 1.98 2.53 2.77 2.92 2.68 2.20垂壁・腰壁15cm以上18cm未満 1.2未満 3.0～4.0C

0.00 0.42 0.83 1.21 1.90 2.63 3.25 4.26 4.79 5.47 5.43 4.47垂壁・腰壁15cm以上18cm未満 1.2以上 3.0～4.0D

A. 小径15cm以上18cm未満　垂壁のみ
　負担幅1.2未満　垂壁耐力3.0～4.0

B. 小径15cm以上18cm未満　垂壁のみ
　負担幅1.2以上　垂壁耐力3.0～4.0

C. 小径15cm以上18cm未満　垂壁・腰壁
　負担幅1.2未満　垂壁耐力3.0～4.0

D. 小径15cm以上18cm未満　垂壁・腰壁
　負担幅1.2以上　垂壁耐力3.0～4.0

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(7) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階X方向

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁21 0.00 0.38 0.56 0.69 0.89 1.07 1.17 1.38 1.51 1.59 1.63 1.45202 0.21 233

0.00 0.29 0.44 0.55 0.68 0.85 0.92 1.05 1.07 0.61 0.52 0.34103 0.22

0.00 0.50 0.73 0.89 1.10 1.27 1.37 1.54 1.61 1.47 1.24 0.69304 0.21

壁32 0.00 0.86 1.27 1.55 2.00 2.39 2.63 3.09 3.38 3.57 3.65 3.26202 0.47 518

0.00 0.64 0.97 1.20 1.48 1.85 2.01 2.30 2.34 1.33 1.13 0.74103 0.48

0.00 1.12 1.65 1.99 2.46 2.84 3.07 3.44 3.61 3.29 2.79 1.55304 0.47

壁43 0.00 1.11 1.62 1.98 2.55 3.06 3.36 3.94 4.32 4.56 4.66 4.17202 0.60 496

0.00 1.43 2.11 2.55 3.14 3.63 3.93 4.40 4.62 4.21 3.56 1.98304 0.60

壁54 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁65 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁76 0.00 0.16 0.24 0.29 0.38 0.45 0.50 0.59 0.64 0.68 0.70 0.62202 0.09 101

0.00 0.13 0.20 0.25 0.31 0.38 0.41 0.48 0.48 0.27 0.23 0.15103 0.10

0.00 0.21 0.31 0.38 0.47 0.54 0.58 0.66 0.69 0.63 0.53 0.29304 0.09

壁87 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁98 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁109 0.00 0.38 0.56 0.69 0.89 1.07 1.17 1.38 1.51 1.59 1.63 1.45202 0.21 233

0.00 0.29 0.44 0.55 0.68 0.85 0.92 1.05 1.07 0.61 0.52 0.34103 0.22

0.00 0.50 0.73 0.89 1.10 1.27 1.37 1.54 1.61 1.47 1.24 0.69304 0.21

壁1110 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁1211 0.00 0.16 0.24 0.29 0.38 0.45 0.50 0.59 0.64 0.68 0.70 0.62202 0.09 101

0.00 0.13 0.20 0.25 0.31 0.38 0.41 0.48 0.48 0.27 0.23 0.15103 0.10

0.00 0.21 0.31 0.38 0.47 0.54 0.58 0.66 0.69 0.63 0.53 0.29304 0.09

壁1413 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁1514 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁2120 0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94 641

0.00 0.94 1.36 1.65 2.02 2.42 2.53 2.80 2.85 2.66 2.27 1.49103' 0.96

0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94

壁2221 0.00 0.49 0.66 0.75 0.88 0.98 1.03 1.04 1.01 0.93 0.84 0.67307 0.62 272

0.00 0.49 0.66 0.75 0.88 0.98 1.03 1.04 1.01 0.93 0.84 0.67307 0.62

壁2322 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁2423 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3130 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3231 0.00 0.39 0.52 0.59 0.70 0.77 0.81 0.82 0.79 0.73 0.67 0.53307 0.49 339

0.00 0.49 0.71 0.86 1.05 1.26 1.32 1.46 1.48 1.39 1.18 0.78103' 0.50

0.00 0.90 1.32 1.62 2.08 2.49 2.74 3.22 3.52 3.72 3.81 3.40202 0.49

壁3332 0.00 0.49 0.66 0.75 0.88 0.98 1.03 1.04 1.01 0.93 0.84 0.67307 0.62 429

0.00 0.61 0.89 1.08 1.32 1.59 1.66 1.83 1.87 1.75 1.49 0.98103' 0.63

0.00 1.14 1.68 2.05 2.64 3.16 3.47 4.07 4.46 4.71 4.82 4.30202 0.62

壁3433 0.00 0.28 0.38 0.43 0.51 0.57 0.60 0.60 0.58 0.54 0.49 0.39307 0.36 250

0.00 0.36 0.52 0.63 0.78 0.93 0.97 1.08 1.09 1.02 0.87 0.57103' 0.37

0.00 0.66 0.97 1.19 1.53 1.83 2.01 2.36 2.59 2.73 2.80 2.50202 0.36

壁3635 0.00 0.21 0.31 0.38 0.47 0.54 0.58 0.66 0.69 0.63 0.53 0.29304 0.09 101

0.00 0.13 0.20 0.25 0.31 0.38 0.41 0.48 0.48 0.27 0.23 0.15103 0.10

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階X方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.16 0.24 0.29 0.38 0.45 0.50 0.59 0.64 0.68 0.70 0.62202 0.09

壁3837 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3938 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁4342 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁4443 0.00 0.21 0.31 0.38 0.47 0.54 0.58 0.66 0.69 0.63 0.53 0.29304 0.09 101

0.00 0.13 0.20 0.25 0.31 0.38 0.41 0.48 0.48 0.27 0.23 0.15103 0.10

0.00 0.16 0.24 0.29 0.38 0.45 0.50 0.59 0.64 0.68 0.70 0.62202 0.09

壁4544 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁4948 0.00 0.35 0.51 0.62 0.80 0.96 1.06 1.25 1.36 1.44 1.47 1.32202 0.19 118

0.00 0.35 0.51 0.62 0.80 0.96 1.06 1.25 1.36 1.44 1.47 1.32202 0.19

壁5049 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁5251 0.00 0.16 0.21 0.24 0.28 0.31 0.33 0.33 0.32 0.30 0.27 0.21307 0.20 157

0.00 0.28 0.42 0.52 0.65 0.81 0.87 1.01 1.02 0.58 0.49 0.32103 0.21

0.00 0.37 0.54 0.66 0.85 1.02 1.12 1.31 1.44 1.52 1.55 1.39202 0.20

壁5352 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁5453 0.00 0.16 0.21 0.24 0.28 0.31 0.33 0.33 0.32 0.30 0.27 0.21307 0.20 157

0.00 0.28 0.42 0.52 0.65 0.81 0.87 1.01 1.02 0.58 0.49 0.32103 0.21

0.00 0.37 0.54 0.66 0.85 1.02 1.12 1.31 1.44 1.52 1.55 1.39202 0.20

柱-5 0.00 0.29 0.58 0.84 1.33 1.84 2.27 2.98 3.35 3.82 3.80 3.12D 0.70 81

柱-8 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62A 0.70 23

柱-13 0.00 0.09 0.18 0.27 0.42 0.58 0.70 0.89 1.02 1.01 0.92 0.75A 0.85 28

柱-14 0.00 0.15 0.30 0.45 0.72 1.04 1.33 1.79 2.14 2.49 2.28 1.87B 1.00 46

柱-15 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-23 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62A 0.70 23

柱-24 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62A 0.70 23

柱-30 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-37 0.00 0.12 0.25 0.38 0.61 0.88 1.13 1.52 1.81 2.11 1.93 1.58B 0.85 39

柱-42 0.00 0.12 0.25 0.38 0.61 0.88 1.13 1.52 1.81 2.11 1.93 1.58B 0.85 39

柱-45 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-50 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62A 0.70 23

【変形角に対応する変位量】

剛性：荷重変形関係合計をエネルギー等価な完全弾塑性に置換した際の原点と降伏点を結ぶ直線の傾き。

荷重変形関係：標準骨格曲線の各強度に標準骨格曲線に乗ずる係数を掛けたもの。

7.55.03.02.01.0変形角(×10^-3rad) 0.0 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0変位量(mm)

1階階高 2,800 mm
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階Y方向

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁131 0.00 0.38 0.56 0.69 0.89 1.07 1.17 1.38 1.51 1.59 1.63 1.45202 0.21 233

0.00 0.29 0.44 0.55 0.68 0.85 0.92 1.05 1.07 0.61 0.52 0.34103 0.22

0.00 0.50 0.73 0.89 1.10 1.27 1.37 1.54 1.61 1.47 1.24 0.69304 0.21

壁1813 0.00 0.38 0.56 0.69 0.89 1.07 1.17 1.38 1.51 1.59 1.63 1.45202 0.21 233

0.00 0.29 0.44 0.55 0.68 0.85 0.92 1.05 1.07 0.61 0.52 0.34103 0.22

0.00 0.50 0.73 0.89 1.10 1.27 1.37 1.54 1.61 1.47 1.24 0.69304 0.21

壁2818 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3728 0.00 0.38 0.56 0.69 0.89 1.07 1.17 1.38 1.51 1.59 1.63 1.45202 0.21 233

0.00 0.29 0.44 0.55 0.68 0.85 0.92 1.05 1.07 0.61 0.52 0.34103 0.22

0.00 0.50 0.73 0.89 1.10 1.27 1.37 1.54 1.61 1.47 1.24 0.69304 0.21

壁4237 0.00 0.75 1.20 1.49 1.90 2.10 2.21 2.26 2.07 1.49 1.37 1.04417 0.47 308

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁143 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁4338 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁154 0.00 0.24 0.32 0.36 0.42 0.47 0.50 0.50 0.48 0.45 0.41 0.32307 0.30 203

0.00 0.29 0.42 0.51 0.63 0.75 0.79 0.87 0.89 0.83 0.71 0.46103' 0.30

0.00 0.24 0.32 0.36 0.42 0.47 0.50 0.50 0.48 0.45 0.41 0.32307 0.30

壁1915 0.00 0.47 0.63 0.71 0.84 0.93 0.98 0.99 0.96 0.88 0.80 0.64307 0.59 402

0.00 0.58 0.85 1.03 1.26 1.51 1.58 1.75 1.78 1.66 1.42 0.93103' 0.60

0.00 0.47 0.63 0.71 0.84 0.93 0.98 0.99 0.96 0.88 0.80 0.64307 0.59

壁2919 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3929 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁4439 0.00 0.25 0.34 0.39 0.45 0.50 0.53 0.54 0.52 0.48 0.43 0.34307 0.32 140

0.00 0.25 0.34 0.39 0.45 0.50 0.53 0.54 0.52 0.48 0.43 0.34307 0.32

壁205 0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94 641

0.00 0.94 1.36 1.65 2.02 2.42 2.53 2.80 2.85 2.66 2.27 1.49103' 0.96

0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94

壁4030 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁4540 0.00 0.79 1.05 1.20 1.41 1.57 1.65 1.67 1.61 1.48 1.35 1.07307 0.99 675

0.00 0.98 1.43 1.73 2.13 2.55 2.66 2.94 2.99 2.80 2.39 1.57103' 1.01

0.00 0.79 1.05 1.20 1.41 1.57 1.65 1.67 1.61 1.48 1.35 1.07307 0.99

壁4745 0.00 1.65 2.64 3.28 4.18 4.61 4.86 4.96 4.54 3.27 3.01 2.28417 1.03 676

0.00 0.82 1.10 1.25 1.47 1.63 1.72 1.74 1.67 1.54 1.41 1.12307 1.03

壁5147 0.00 0.61 0.89 1.09 1.40 1.68 1.84 2.17 2.37 2.51 2.56 2.29202 0.33 257

0.00 0.45 0.69 0.85 1.05 1.31 1.42 1.63 1.66 0.94 0.80 0.53103 0.34

0.00 0.26 0.35 0.40 0.47 0.52 0.55 0.55 0.53 0.49 0.45 0.35307 0.33

壁166 0.00 0.16 0.22 0.25 0.30 0.33 0.35 0.35 0.34 0.31 0.28 0.22307 0.21 92

0.00 0.16 0.22 0.25 0.30 0.33 0.35 0.35 0.34 0.31 0.28 0.22307 0.21

壁2116 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁2622 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁238 0.00 0.40 0.53 0.61 0.71 0.79 0.83 0.84 0.81 0.75 0.68 0.54307 0.50 640

0.00 2.11 3.16 3.92 4.83 6.04 6.53 7.49 7.62 3.43 3.28 2.53W104 0.52

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

41



＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■1階Y方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.40 0.53 0.61 0.71 0.79 0.83 0.84 0.81 0.75 0.68 0.54307 0.50

壁249 0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94 641

0.00 0.94 1.36 1.65 2.02 2.42 2.53 2.80 2.85 2.66 2.27 1.49103' 0.96

0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94

壁3424 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁5448 0.00 0.15 0.20 0.23 0.27 0.30 0.31 0.32 0.30 0.28 0.26 0.20307 0.19 149

0.00 0.27 0.40 0.50 0.62 0.77 0.83 0.96 0.97 0.55 0.47 0.31103 0.20

0.00 0.35 0.51 0.62 0.80 0.96 1.06 1.25 1.36 1.44 1.47 1.32202 0.19

壁1712 0.00 0.16 0.21 0.24 0.28 0.31 0.33 0.33 0.32 0.30 0.27 0.21307 0.20 157

0.00 0.28 0.42 0.52 0.65 0.81 0.87 1.01 1.02 0.58 0.49 0.32103 0.21

0.00 0.37 0.54 0.66 0.85 1.02 1.12 1.31 1.44 1.52 1.55 1.39202 0.20

壁2717 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁3627 0.00 0.21 0.31 0.38 0.47 0.54 0.58 0.66 0.69 0.63 0.53 0.29304 0.09 101

0.00 0.13 0.20 0.25 0.31 0.38 0.41 0.48 0.48 0.27 0.23 0.15103 0.10

0.00 0.16 0.24 0.29 0.38 0.45 0.50 0.59 0.64 0.68 0.70 0.62202 0.09

壁4136 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00202 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00103 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00202 0.00

壁4641 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁5046 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00202 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00103 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00202 0.00

柱-38 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-43 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-21 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62A 0.70 23

柱-22 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62A 0.70 23

柱-26 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-34 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

【変形角に対応する変位量】

剛性：荷重変形関係合計をエネルギー等価な完全弾塑性に置換した際の原点と降伏点を結ぶ直線の傾き。

荷重変形関係：標準骨格曲線の各強度に標準骨格曲線に乗ずる係数を掛けたもの。

7.55.03.02.01.0変形角(×10^-3rad) 0.0 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0変位量(mm)

1階階高 2,800 mm
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■2階X方向

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁21 0.00 0.38 0.61 0.76 0.97 1.07 1.13 1.15 1.05 0.76 0.70 0.53417 0.24 218

0.00 0.24 0.35 0.43 0.52 0.63 0.66 0.73 0.74 0.69 0.59 0.39103' 0.25

0.00 0.19 0.25 0.29 0.34 0.38 0.40 0.40 0.39 0.36 0.32 0.26307 0.24

壁32 0.00 0.86 1.27 1.55 2.00 2.39 2.63 3.09 3.38 3.57 3.65 3.26202 0.47 326

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁43 0.00 0.75 1.20 1.49 1.90 2.10 2.21 2.26 2.07 1.49 1.37 1.04417 0.47 308

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁54 0.00 0.75 1.20 1.49 1.90 2.10 2.21 2.26 2.07 1.49 1.37 1.04417 0.47 308

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁65 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁76 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁87 0.00 1.94 3.10 3.85 4.91 5.42 5.71 5.83 5.33 3.84 3.54 2.68417 1.21 794

0.00 0.96 1.29 1.47 1.73 1.92 2.02 2.04 1.97 1.81 1.65 1.31307 1.21

壁98 0.00 0.86 1.38 1.72 2.19 2.41 2.54 2.60 2.38 1.71 1.58 1.19417 0.54 487

0.00 0.53 0.78 0.94 1.16 1.39 1.45 1.60 1.63 1.52 1.30 0.85103' 0.55

0.00 0.43 0.57 0.65 0.77 0.85 0.90 0.91 0.88 0.81 0.73 0.58307 0.54

壁109 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁1110 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁1211 0.00 0.44 0.65 0.79 1.02 1.22 1.34 1.57 1.72 1.82 1.86 1.66202 0.24 167

0.00 0.24 0.35 0.43 0.52 0.63 0.66 0.73 0.74 0.69 0.59 0.39103' 0.25

0.00 0.19 0.25 0.29 0.34 0.38 0.40 0.40 0.39 0.36 0.32 0.26307 0.24

壁1413 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁1514 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁2019 0.00 1.04 1.40 1.59 1.87 2.08 2.18 2.21 2.13 1.96 1.79 1.42307 1.31 574

0.00 1.04 1.40 1.59 1.87 2.08 2.18 2.21 2.13 1.96 1.79 1.42307 1.31

壁2120 0.00 0.20 0.26 0.30 0.35 0.39 0.41 0.42 0.40 0.37 0.34 0.27307 0.25 320

0.00 1.05 1.58 1.96 2.41 3.02 3.26 3.74 3.81 1.71 1.64 1.26W104 0.26

0.00 0.20 0.26 0.30 0.35 0.39 0.41 0.42 0.40 0.37 0.34 0.27307 0.25

壁2221 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3130 0.00 0.76 1.02 1.17 1.37 1.52 1.60 1.62 1.56 1.44 1.31 1.04307 0.96 421

0.00 0.76 1.02 1.17 1.37 1.52 1.60 1.62 1.56 1.44 1.31 1.04307 0.96

壁3231 0.00 0.76 1.02 1.17 1.37 1.52 1.60 1.62 1.56 1.44 1.31 1.04307 0.96 421

0.00 0.76 1.02 1.17 1.37 1.52 1.60 1.62 1.56 1.44 1.31 1.04307 0.96

壁3332 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3433 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁3534 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64 281

0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64

壁3635 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3837 0.00 0.28 0.38 0.43 0.51 0.57 0.60 0.60 0.58 0.54 0.49 0.39307 0.36 236

0.00 0.57 0.92 1.14 1.46 1.61 1.69 1.73 1.58 1.14 1.05 0.79417 0.36

壁3938 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■2階X方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁4039 0.00 0.33 0.44 0.51 0.60 0.66 0.70 0.70 0.68 0.63 0.57 0.45307 0.42 380

0.00 0.42 0.61 0.73 0.90 1.08 1.13 1.25 1.27 1.19 1.01 0.67103' 0.43

0.00 0.67 1.07 1.33 1.70 1.88 1.98 2.02 1.85 1.33 1.23 0.93417 0.42

壁4140 0.00 0.24 0.32 0.36 0.42 0.47 0.50 0.50 0.48 0.45 0.41 0.32307 0.30 197

0.00 0.48 0.77 0.95 1.21 1.34 1.41 1.44 1.32 0.95 0.87 0.66417 0.30

壁4241 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁4342 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁4645 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64 281

0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64

壁5049 0.00 0.19 0.25 0.29 0.34 0.38 0.40 0.40 0.39 0.36 0.32 0.26307 0.24 167

0.00 0.24 0.35 0.43 0.52 0.63 0.66 0.73 0.74 0.69 0.59 0.39103' 0.25

0.00 0.44 0.65 0.79 1.02 1.22 1.34 1.57 1.72 1.82 1.86 1.66202 0.24

壁5150 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁5251 0.00 0.48 0.64 0.73 0.85 0.95 1.00 1.01 0.97 0.90 0.82 0.65307 0.60 394

0.00 0.96 1.54 1.91 2.43 2.68 2.83 2.89 2.64 1.90 1.75 1.33417 0.60

壁5352 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 308

0.00 0.75 1.20 1.49 1.90 2.10 2.21 2.26 2.07 1.49 1.37 1.04417 0.47

壁5453 0.00 0.28 0.38 0.43 0.51 0.57 0.60 0.60 0.58 0.54 0.49 0.39307 0.36 250

0.00 0.36 0.52 0.63 0.78 0.93 0.97 1.08 1.09 1.02 0.87 0.57103' 0.37

0.00 0.66 0.97 1.19 1.53 1.83 2.01 2.36 2.59 2.73 2.80 2.50202 0.36

壁5554 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

柱-6 0.00 0.42 0.83 1.21 1.90 2.63 3.25 4.26 4.79 5.47 5.43 4.47D 1.00 116

柱-10 0.00 0.35 0.70 1.02 1.61 2.23 2.76 3.62 4.07 4.64 4.61 3.79D 0.85 99

柱-13 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-14 0.00 0.15 0.30 0.45 0.72 1.04 1.33 1.79 2.14 2.49 2.28 1.87B 1.00 46

柱-15 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-22 0.00 0.09 0.18 0.27 0.42 0.58 0.70 0.89 1.02 1.01 0.92 0.75A 0.85 28

柱-36 0.00 0.09 0.18 0.27 0.42 0.58 0.70 0.89 1.02 1.01 0.92 0.75A 0.85 28

柱-55 0.00 0.22 0.45 0.65 1.01 1.37 1.68 2.15 2.35 2.48 2.27 1.87C 0.85 66

【変形角に対応する変位量】

剛性：荷重変形関係合計をエネルギー等価な完全弾塑性に置換した際の原点と降伏点を結ぶ直線の傾き。

荷重変形関係：標準骨格曲線の各強度に標準骨格曲線に乗ずる係数を掛けたもの。

7.55.03.02.01.0変形角(×10^-3rad) 0.0 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0変位量(mm)

2階階高 2,800 mm
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■2階Y方向

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

壁131 0.00 0.44 0.65 0.79 1.02 1.22 1.34 1.57 1.72 1.82 1.86 1.66202 0.24 167

0.00 0.24 0.35 0.43 0.52 0.63 0.66 0.73 0.74 0.69 0.59 0.39103' 0.25

0.00 0.19 0.25 0.29 0.34 0.38 0.40 0.40 0.39 0.36 0.32 0.26307 0.24

壁1813 0.00 0.67 1.07 1.33 1.70 1.88 1.98 2.02 1.85 1.33 1.23 0.93417 0.42 380

0.00 0.42 0.61 0.73 0.90 1.08 1.13 1.25 1.27 1.19 1.01 0.67103' 0.43

0.00 0.33 0.44 0.51 0.60 0.66 0.70 0.70 0.68 0.63 0.57 0.45307 0.42

壁2818 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁3728 0.00 0.44 0.65 0.79 1.02 1.22 1.34 1.57 1.72 1.82 1.86 1.66202 0.24 167

0.00 0.24 0.35 0.43 0.52 0.63 0.66 0.73 0.74 0.69 0.59 0.39103' 0.25

0.00 0.19 0.25 0.29 0.34 0.38 0.40 0.40 0.39 0.36 0.32 0.26307 0.24

壁143 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁155 0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47 321

0.00 0.47 0.68 0.82 1.01 1.21 1.26 1.40 1.42 1.33 1.13 0.74103' 0.48

0.00 0.37 0.50 0.57 0.67 0.74 0.78 0.79 0.76 0.70 0.64 0.51307 0.47

壁2315 0.00 1.03 1.38 1.57 1.84 2.05 2.15 2.18 2.10 1.93 1.76 1.40307 1.29 566

0.00 1.03 1.38 1.57 1.84 2.05 2.15 2.18 2.10 1.93 1.76 1.40307 1.29

壁2923 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁4029 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64 281

0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64

壁166 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64 281

0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64

壁1916 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁2419 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64 281

0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64

壁4330 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64 281

0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69307 0.64

壁4743 0.00 2.89 4.62 5.74 7.30 8.06 8.49 8.67 7.93 5.72 5.27 3.99417 1.80 1,181

0.00 1.44 1.92 2.19 2.57 2.86 3.00 3.04 2.93 2.70 2.46 1.96307 1.80

壁4947 0.00 0.57 0.92 1.14 1.46 1.61 1.69 1.73 1.58 1.14 1.05 0.79417 0.36 236

0.00 0.28 0.38 0.43 0.51 0.57 0.60 0.60 0.58 0.54 0.49 0.39307 0.36

壁219 0.00 0.40 0.53 0.61 0.71 0.79 0.83 0.84 0.81 0.75 0.68 0.54307 0.50 219

0.00 0.40 0.53 0.61 0.71 0.79 0.83 0.84 0.81 0.75 0.68 0.54307 0.50

壁4533 0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94 412

0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94

壁5245 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁2210 0.00 0.40 0.53 0.61 0.71 0.79 0.83 0.84 0.81 0.75 0.68 0.54307 0.50 640

0.00 2.11 3.16 3.92 4.83 6.04 6.53 7.49 7.62 3.43 3.28 2.53W104 0.52

0.00 0.40 0.53 0.61 0.71 0.79 0.83 0.84 0.81 0.75 0.68 0.54307 0.50

壁2622 0.00 0.34 0.46 0.52 0.61 0.68 0.71 0.72 0.70 0.64 0.58 0.46307 0.43 189

0.00 0.34 0.46 0.52 0.61 0.68 0.71 0.72 0.70 0.64 0.58 0.46307 0.43

壁3426 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁4634 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00

壁5346 0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94 412

0.00 0.75 1.00 1.14 1.34 1.49 1.56 1.58 1.53 1.41 1.28 1.02307 0.94

壁1712 0.00 0.19 0.25 0.29 0.34 0.38 0.40 0.40 0.39 0.36 0.32 0.26307 0.24 167

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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壁と柱の荷重変形関係と剛性(補正前）の算出

■2階Y方向（続き）

壁
／
柱

柱1 柱2 標準
骨格

曲線に
乗ずる
係数

変形角(×10^-3rad)に対する荷重(kN)

0.0 1.0 2.0 3.0 5.0 7.5 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

材種
コード

／
柱

パターン

剛性
(補正前)
(kN/m)

荷重変形関係(補正前)

0.00 0.24 0.35 0.43 0.52 0.63 0.66 0.73 0.74 0.69 0.59 0.39103' 0.25

0.00 0.44 0.65 0.79 1.02 1.22 1.34 1.57 1.72 1.82 1.86 1.66202 0.24

壁2717 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁3627 0.00 0.28 0.38 0.43 0.51 0.57 0.60 0.60 0.58 0.54 0.49 0.39307 0.36 250

0.00 0.36 0.52 0.63 0.78 0.93 0.97 1.08 1.09 1.02 0.87 0.57103' 0.37

0.00 0.66 0.97 1.19 1.53 1.83 2.01 2.36 2.59 2.73 2.80 2.50202 0.36

壁4436 0.00 0.28 0.38 0.43 0.51 0.57 0.60 0.60 0.58 0.54 0.49 0.39307 0.36 250

0.00 0.36 0.52 0.63 0.78 0.93 0.97 1.08 1.09 1.02 0.87 0.57103' 0.37

0.00 0.66 0.97 1.19 1.53 1.83 2.01 2.36 2.59 2.73 2.80 2.50202 0.36

壁4844 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00307 0.00 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00417 0.00

壁5548 0.00 0.33 0.44 0.51 0.60 0.66 0.70 0.70 0.68 0.63 0.57 0.45307 0.42 380

0.00 0.42 0.61 0.73 0.90 1.08 1.13 1.25 1.27 1.19 1.01 0.67103' 0.43

0.00 0.67 1.07 1.33 1.70 1.88 1.98 2.02 1.85 1.33 1.23 0.93417 0.42

柱-52 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89A 1.00 33

柱-34 0.00 0.12 0.25 0.38 0.61 0.88 1.13 1.52 1.81 2.11 1.93 1.58B 0.85 39

【変形角に対応する変位量】

剛性：荷重変形関係合計をエネルギー等価な完全弾塑性に置換した際の原点と降伏点を結ぶ直線の傾き。

荷重変形関係：標準骨格曲線の各強度に標準骨格曲線に乗ずる係数を掛けたもの。

7.55.03.02.01.0変形角(×10^-3rad) 0.0 10.0 15.0 20.0 30.0 40.0 60.0

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0変位量(mm)

2階階高 2,800 mm

＜精密診断法2＞

4.壁と柱の荷重変形関係と剛性の算出(8) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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梁上耐力壁低減係数

※本建築物では対象となる箇所は設定されていない

＜精密診断法2＞

5.梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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梁上耐力壁および斜め壁による低減・補正

■1階X方向

※梁上耐力壁および斜め壁が存在しないため、補正前の荷重変形関係および剛性をそのまま補正後の
   荷重変形関係および剛性とする。

＜精密診断法2＞

5.梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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梁上耐力壁および斜め壁による低減・補正

■1階Y方向

※梁上耐力壁および斜め壁が存在しないため、補正前の荷重変形関係および剛性をそのまま補正後の
   荷重変形関係および剛性とする。

＜精密診断法2＞

5.梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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梁上耐力壁および斜め壁による低減・補正

■2階X方向

※梁上耐力壁および斜め壁が存在しないため、補正前の荷重変形関係および剛性をそのまま補正後の
   荷重変形関係および剛性とする。

＜精密診断法2＞

5.梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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梁上耐力壁および斜め壁による低減・補正

■2階Y方向

※梁上耐力壁および斜め壁が存在しないため、補正前の荷重変形関係および剛性をそのまま補正後の
   荷重変形関係および剛性とする。

＜精密診断法2＞

5.梁上耐力壁の荷重変形関係と剛性の補正(2) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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各階重心の計算

層 部位 壁長
(m)

壁高さ
(m)

面積
(㎡)

単位
荷重

(kN/㎡)

荷重
(kN)

中心
Y座標
×荷重
(kN・m)

区画/通り 中心
X座標

(m)

中心
Y座標

(m)

中心
X座標
×荷重
(kN・m)

2層 2階屋根(勾配5寸) YnA - - 31.40 2.130 5.915 0.548 17.21 36.66 101.80

YnB - - 71.91 9.100 4.550 0.548 39.41 358.63 179.32

2階軒天(勾配5寸) NtA - - 3.45 -0.300 5.915 0.112 0.39 -0.12 2.31

NtB - - 3.28 2.730 8.490 0.112 0.37 1.01 3.14

NtC - - 2.92 2.430 3.340 0.112 0.33 0.80 1.10

NtD - - 2.00 5.160 1.975 0.112 0.23 1.19 0.45

NtE - - 0.55 5.915 8.490 0.112 0.07 0.41 0.59

NtF - - 0.55 5.915 0.610 0.112 0.07 0.41 0.04

NtG - - 3.82 9.555 8.490 0.112 0.43 4.11 3.65

NtH - - 3.82 9.555 0.610 0.112 0.43 4.11 0.26

NtI - - 5.09 13.040 4.550 0.112 0.57 7.43 2.59

2階水平天井 TnA - - 24.84 2.730 5.915 0.250 6.22 16.98 36.79

TnB - - 53.00 9.100 4.550 0.250 13.25 120.58 60.29

2階外壁(上半分)(壁高2.8m) x0y9-x14y9 12.740 1.400 17.84 6.370 8.190 0.350 6.25 39.81 51.19

x6y4-x0y4 5.460 1.400 7.65 2.730 3.640 0.350 2.68 7.32 9.76

x14y1-x6y1 7.280 1.400 10.20 9.100 0.910 0.350 3.57 32.49 3.25

x0y4-x0y9 4.550 1.400 6.37 0.000 5.915 0.350 2.23 0.00 13.19

x6y1-x6y4 2.730 1.400 3.83 5.460 2.275 0.350 1.35 7.37 3.07

x14y9-x14y1 7.280 1.400 10.20 12.740 4.550 0.350 3.57 45.48 16.24

2階内壁(上半分)(壁高2.8m) x0y8-x4y8 3.640 1.400 5.10 1.820 7.280 0.350 1.79 3.26 13.03

x6y7-x11y7 4.550 1.400 6.37 7.735 6.370 0.350 2.23 17.25 14.21

x6y5-x14y5 7.280 1.400 10.20 9.100 4.550 0.350 3.57 32.49 16.24

x10y3-x11y3 0.910 1.400 1.28 9.555 2.730 0.350 0.45 4.30 1.23

x2y9-x2y8 0.910 1.400 1.28 1.820 7.735 0.350 0.45 0.82 3.48

x4y9-x4y4 4.550 1.400 6.37 3.640 5.915 0.350 2.23 8.12 13.19

x6y5-x6y4 0.910 1.400 1.28 5.460 4.095 0.350 0.45 2.46 1.84

x6y9-x6y6 2.730 1.400 3.83 5.460 6.825 0.350 1.35 7.37 9.21

x10y9-x10y7 1.820 1.400 2.55 9.100 7.280 0.350 0.90 8.19 6.55

x10y5-x10y1 3.640 1.400 5.10 9.100 2.730 0.350 1.79 16.29 4.89

x11y9-x11y1 7.280 1.400 10.20 10.010 4.550 0.350 3.57 35.74 16.24

2層合計 117.41 820.96 589.14

1層 2階外壁(下半分)(壁高2.8m) x0y9-x14y9 12.740 1.400 17.84 6.370 8.190 0.350 6.25 39.81 51.19

x6y4-x0y4 5.460 1.400 7.65 2.730 3.640 0.350 2.68 7.32 9.76

x14y1-x6y1 7.280 1.400 10.20 9.100 0.910 0.350 3.57 32.49 3.25

x0y4-x0y9 4.550 1.400 6.37 0.000 5.915 0.350 2.23 0.00 13.19

x6y1-x6y4 2.730 1.400 3.83 5.460 2.275 0.350 1.35 7.37 3.07

x14y9-x14y1 7.280 1.400 10.20 12.740 4.550 0.350 3.57 45.48 16.24

2階内壁(下半分)(壁高2.8m) x0y8-x4y8 3.640 1.400 5.10 1.820 7.280 0.350 1.79 3.26 13.03

x6y7-x11y7 4.550 1.400 6.37 7.735 6.370 0.350 2.23 17.25 14.21

x6y5-x14y5 7.280 1.400 10.20 9.100 4.550 0.350 3.57 32.49 16.24

x10y3-x11y3 0.910 1.400 1.28 9.555 2.730 0.350 0.45 4.30 1.23

x2y9-x2y8 0.910 1.400 1.28 1.820 7.735 0.350 0.45 0.82 3.48

x4y9-x4y4 4.550 1.400 6.37 3.640 5.915 0.350 2.23 8.12 13.19

x6y5-x6y4 0.910 1.400 1.28 5.460 4.095 0.350 0.45 2.46 1.84

x6y9-x6y6 2.730 1.400 3.83 5.460 6.825 0.350 1.35 7.37 9.21

x10y9-x10y7 1.820 1.400 2.55 9.100 7.280 0.350 0.90 8.19 6.55

x10y5-x10y1 3.640 1.400 5.10 9.100 2.730 0.350 1.79 16.29 4.89

x11y9-x11y1 7.280 1.400 10.20 10.010 4.550 0.350 3.57 35.74 16.24

2階バルコニー腰壁 x6y0-x11y0 4.550 1.100 5.01 7.735 0.000 0.350 1.76 13.61 0.00

x6y1-x6y0 0.910 1.100 1.01 5.460 0.455 0.350 0.36 1.97 0.16

x11y0-x11y1 0.910 1.100 1.01 10.010 0.455 0.350 0.36 3.60 0.16

2階床 YkA - - 16.56 1.820 5.915 0.750 12.43 22.62 73.52

YkB - - 6.62 4.550 6.370 0.750 4.97 22.61 31.66

YkC - - 53.00 9.100 4.550 0.750 39.75 361.73 180.86
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各階重心の計算

層 部位 壁長
(m)

壁高さ
(m)

面積
(㎡)

単位
荷重

(kN/㎡)

荷重
(kN)

中心
Y座標
×荷重
(kN・m)

区画/通り 中心
X座標

(m)

中心
Y座標

(m)

中心
X座標
×荷重
(kN・m)

2階バルコニー床 BlA - - 4.14 7.735 0.455 1.150 4.77 36.90 2.17

1階屋根(勾配5寸) YnC - - 11.91 2.430 2.658 0.548 6.53 15.87 17.36

1階軒天(勾配5寸) NtJ - - 1.18 -0.300 2.658 0.112 0.14 -0.04 0.37

NtK - - 3.28 2.730 1.975 0.112 0.37 1.01 0.73

1階水平天井 TnC - - 32.30 2.730 5.233 0.250 8.08 22.06 42.28

TnD - - 37.26 7.735 4.095 0.250 9.32 72.09 38.17

TnE - - 19.87 11.375 4.550 0.250 4.97 56.53 22.61

1階外壁(上半分)(壁高2.8m) x0y9-x14y9 12.740 1.400 17.84 6.370 8.190 0.350 6.25 39.81 51.19

x6y2'-x0y2' 5.460 1.400 7.65 2.730 2.275 0.350 2.68 7.32 6.10

x14y1-x11y1 2.730 1.400 3.83 11.375 0.910 0.350 1.35 15.36 1.23

x11y0-x6y0 4.550 1.400 6.37 7.735 0.000 0.350 2.23 17.25 0.00

x0y2'-x0y9 5.915 1.400 8.29 0.000 5.233 0.350 2.91 0.00 15.23

x6y0-x6y2' 2.275 1.400 3.19 5.460 1.138 0.350 1.12 6.12 1.27

x11y1-x11y0 0.910 1.400 1.28 10.010 0.455 0.350 0.45 4.50 0.20

x14y9-x14y1 7.280 1.400 10.20 12.740 4.550 0.350 3.57 45.48 16.24

1階内壁(上半分)(壁高2.8m) x0y8-x4y8 3.640 1.400 5.10 1.820 7.280 0.350 1.79 3.26 13.03

x6y7-x11y7 4.550 1.400 6.37 7.735 6.370 0.350 2.23 17.25 14.21

x6y5-x11y5 4.550 1.400 6.37 7.735 4.550 0.350 2.23 17.25 10.15

x13y5-x14y5 0.910 1.400 1.28 12.285 4.550 0.350 0.45 5.53 2.05

x0y4-x4y4 3.640 1.400 5.10 1.820 3.640 0.350 1.79 3.26 6.52

x2y9-x2y8 0.910 1.400 1.28 1.820 7.735 0.350 0.45 0.82 3.48

x3y4-x3y2' 1.365 1.400 1.92 2.730 2.958 0.350 0.68 1.86 2.01

x4y9-x4y2' 5.915 1.400 8.29 3.640 5.233 0.350 2.91 10.59 15.23

x6y5-x6y2' 2.275 1.400 3.19 5.460 3.413 0.350 1.12 6.12 3.82

x6y9-x6y7 1.820 1.400 2.55 5.460 7.280 0.350 0.90 4.91 6.55

x8y9-x8y7 1.820 1.400 2.55 7.280 7.280 0.350 0.90 6.55 6.55

x9y7-x9y6 0.910 1.400 1.28 8.190 5.915 0.350 0.45 3.69 2.66

x10y9-x10y7 1.820 1.400 2.55 9.100 7.280 0.350 0.90 8.19 6.55

x11y9-x11y5 3.640 1.400 5.10 10.010 6.370 0.350 1.79 17.92 11.40

1層合計 171.39 1,142.36 802.53

X座標 Y座標

6.798 4.819 6.992 5.018 - -

X座標 Y座標 X座標 Y座標

1階重心(m) 2階重心(m) 3階重心(m)

※1階重心＝(1層合計（中心座標×荷重）＋2層合計（中心座標×荷重）＋3層合計（中心座標×荷重）)／(1層合計(荷重)＋2層合計(荷重)＋3層合計(荷重))

2階重心＝(2層合計（中心座標×荷重）＋3層合計（中心座標×荷重）)／(2層合計(荷重)＋3層合計(荷重))

3階重心＝3層合計（中心座標×荷重）／3層合計(荷重)
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偏心率計算表

3
X方向

Y方向

√(ねじり剛性[3階合計]/剛性合計[3階X方向])

√(ねじり剛性[3階合計]/剛性合計[3階Y方向])

X方向

Y方向

Σ(3階X方向壁の剛性２次モーメント Jx） ハ

Σ(3階Y方向壁の剛性２次モーメント Jy）

剛性2次モーメント[3階X方向]＋剛性2次モーメント[3階Y方向]

3

3
Y方向 絶対値(剛心[3階Y座標]－重心[3階Y座標])

X方向 絶対値(剛心[3階X座標]－重心[3階X座標])

3
X座標

Y座標

剛性1次モーメント[3階Y方向]/剛性合計[3階Y方向]

剛性1次モーメント[3階X方向]/剛性合計[3階X方向]

3
X方向

Y方向

Σ(3階X方向壁剛性×壁のY座標 y)

Σ(3階Y方向壁剛性×壁のX座標 x)

「偏心率計算
表明細」参照

2

3
X方向

Y方向

Σ(3階X方向壁剛性 Dx)

Σ(3階Y方向壁剛性 Dy)

「偏心率計算
表明細」参照

3
X座標

Y座標

「各階重心の計算」参照

「各階重心の
計算」参照

-
「各階重心の計算」参照 -

2

1

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

X座標

Y座標

X座標

Y座標

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X方向

Y方向

X座標

Y座標

X座標

Y座標

-

要素名 階 計算式 計算値 備考

重心
(m)

「各階重心の計算」参照 6.992
「各階重心の計算」参照 5.018
「各階重心の計算」参照 6.798
「各階重心の計算」参照 4.819

剛性合計
(kN/m)

Σ(2階X方向壁剛性 Dx)

Σ(2階Y方向壁剛性 Dy)

Σ(1階X方向壁剛性 Dx)

Σ(1階Y方向壁剛性 Dy)

剛性1次
モーメント

(kN)

Σ(2階X方向壁剛性×壁のY座標 y)

Σ(2階Y方向壁剛性×壁のX座標 x)

Σ(1階X方向壁剛性×壁のY座標 y)

Σ(1階Y方向壁剛性×壁のX座標 x)

剛心
(m)

剛性1次モーメント[1階Y方向]/剛性合計[1階Y方向]

剛性1次モーメント[1階X方向]/剛性合計[1階X方向]

剛性1次モーメント[2階Y方向]/剛性合計[2階Y方向]

剛性1次モーメント[2階X方向]/剛性合計[2階X方向]

「偏心率計算
表明細」参照

ねじり剛性
(kN・m)

Σ(1階X方向壁の剛性２次モーメント Jx）

Σ(1階Y方向壁の剛性２次モーメント Jy）

Σ(2階X方向壁の剛性２次モーメント Jx）

Σ(2階Y方向壁の剛性２次モーメント Jy）

剛性2次モーメント[1階X方向]＋剛性2次モーメント[1階Y方向]

剛性2次モーメント[2階X方向]＋剛性2次モーメント[2階Y方向]

偏心距離
(m)

絶対値(剛心[1階X座標]－重心[1階X座標])

絶対値(剛心[1階Y座標]－重心[1階Y座標])

絶対値(剛心[2階X座標]－重心[2階X座標])

絶対値(剛心[2階Y座標]－重心[2階Y座標])

弾力半径
(m)

√(ねじり剛性[1階合計]/剛性合計[1階X方向])

√(ねじり剛性[1階合計]/剛性合計[1階Y方向])

√(ねじり剛性[2階合計]/剛性合計[2階X方向])

√(ねじり剛性[2階合計]/剛性合計[2階Y方向])

偏心距離[1階Y方向]/弾力半径[1階X方向]

偏心距離[1階X方向]/弾力半径[1階Y方向]

偏心距離[2階Y方向]/弾力半径[2階X方向]

偏心距離[2階X方向]/弾力半径[2階Y方向]

方向

検定条件：偏心率≦0.30

3
X方向

Y方向

偏心距離[3階Y方向]/弾力半径[3階X方向]

偏心距離[3階X方向]/弾力半径[3階Y方向]

剛性2次
モーメント
(kN・m)

3

2

1
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

7,608

7,454

4,992

6,922

41,313

49,367

28,588

37,320

6.623

5.430

5.392

5.727

52,692

110,099

30,268

78,240

162,791

108,508

0.369

0.412

1.406

0.909

4.625

4.673

4.662

3.959

0.090

0.079

0.195

0.356

-

-

階 計算式 偏心率 Re 検定方向

OK

OK

OK

NG

-

-

■偏心率の検定
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偏心率計算表明細

■1階X方向

柱1 壁/柱 Y座標
y(m)

剛性[低減後]
Dx(kN/m)

剛性1次モーメント
Dx×y(kN)

剛心Y座標
Gy(m)

剛性2次モーメント
Jx(kN・m)

柱2

1 8.1902 233 1,908 5.727 1,413壁

2 8.1903 518 4,242 5.727 3,142壁

3 8.1904 496 4,062 5.727 3,008壁

4 8.1905 0 0 5.727 0壁

5 8.1906 0 0 5.727 0壁

6 8.1907 101 827 5.727 612壁

7 8.1908 0 0 5.727 0壁

8 8.1909 0 0 5.727 0壁

9 8.19010 233 1,908 5.727 1,413壁

10 8.19011 0 0 5.727 0壁

11 8.19012 101 827 5.727 612壁

13 7.28014 0 0 5.727 0壁

14 7.28015 0 0 5.727 0壁

20 6.37021 641 4,083 5.727 265壁

21 6.37022 272 1,733 5.727 112壁

22 6.37023 0 0 5.727 0壁

23 6.37024 0 0 5.727 0壁

30 4.55031 0 0 5.727 0壁

31 4.55032 339 1,542 5.727 469壁

32 4.55033 429 1,952 5.727 594壁

33 4.55034 250 1,138 5.727 346壁

35 4.55036 101 460 5.727 139壁

37 3.64038 0 0 5.727 0壁

38 3.64039 321 1,168 5.727 1,398壁

42 2.27543 0 0 5.727 0壁

43 2.27544 101 230 5.727 1,203壁

44 2.27545 0 0 5.727 0壁

48 0.91049 118 107 5.727 2,738壁

49 0.91050 0 0 5.727 0壁

51 0.00052 157 0 5.727 5,149壁

52 0.00053 0 0 5.727 0壁

53 0.00054 157 0 5.727 5,149壁

5 8.190- 81 663 5.727 491柱

8 8.190- 23 188 5.727 139柱

13 7.280- 28 204 5.727 67柱

14 7.280- 46 335 5.727 110柱

15 7.280- 33 240 5.727 79柱

23 6.370- 23 147 5.727 9柱

24 6.370- 23 147 5.727 9柱

30 4.550- 33 150 5.727 45柱

37 3.640- 39 142 5.727 169柱

42 2.280- 39 89 5.727 463柱

45 2.280- 33 75 5.727 392柱

50 0.910- 23 21 5.727 533柱

合　計 4,992 28,588 30,268

Gy = Σ(Dx×y) / ΣDx
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偏心率計算表明細

■1階Y方向

柱1 壁/柱 X座標
x(m)

剛性[低減後]
Dy(kN/m)

剛性1次モーメント
Dy×x(kN)

剛心X座標
Gx(m)

剛性2次モーメント
Jy(kN・m)

柱2

1 0.00013 233 0 5.392 6,774壁

13 0.00018 233 0 5.392 6,774壁

18 0.00028 0 0 5.392 0壁

28 0.00037 233 0 5.392 6,774壁

37 0.00042 308 0 5.392 8,954壁

3 1.82014 321 584 5.392 4,095壁

38 2.73043 0 0 5.392 0壁

4 3.64015 203 739 5.392 623壁

15 3.64019 402 1,463 5.392 1,233壁

19 3.64029 0 0 5.392 0壁

29 3.64039 321 1,168 5.392 985壁

39 3.64044 140 510 5.392 429壁

5 5.46020 641 3,500 5.392 2壁

30 5.46040 321 1,753 5.392 1壁

40 5.46045 675 3,686 5.392 3壁

45 5.46047 676 3,691 5.392 3壁

47 5.46051 257 1,403 5.392 1壁

6 7.28016 92 670 5.392 327壁

16 7.28021 0 0 5.392 0壁

22 8.19026 0 0 5.392 0壁

8 9.10023 640 5,824 5.392 8,799壁

9 10.01024 641 6,416 5.392 13,669壁

24 10.01034 0 0 5.392 0壁

48 10.01054 149 1,491 5.392 3,177壁

12 12.74017 157 2,000 5.392 8,476壁

17 12.74027 0 0 5.392 0壁

27 12.74036 101 1,287 5.392 5,453壁

36 12.74041 0 0 5.392 0壁

41 12.74046 0 0 5.392 0壁

46 12.74050 0 0 5.392 0壁

38 2.730- 33 90 5.392 233柱

43 2.730- 33 90 5.392 233柱

21 7.280- 23 167 5.392 81柱

22 8.190- 23 188 5.392 180柱

26 8.190- 33 270 5.392 258柱

34 10.010- 33 330 5.392 703柱

合　計 6,922 37,320 78,240

Gx = Σ(Dy×x) / ΣDy
Jy = Dy × (x-Gx)^2
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偏心率計算表明細

■2階X方向

柱1 壁/柱 Y座標
y(m)

剛性[低減後]
Dx(kN/m)

剛性1次モーメント
Dx×y(kN)

剛心Y座標
Gy(m)

剛性2次モーメント
Jx(kN・m)

柱2

1 8.1902 218 1,785 5.430 1,660壁

2 8.1903 326 2,670 5.430 2,483壁

3 8.1904 308 2,523 5.430 2,346壁

4 8.1905 308 2,523 5.430 2,346壁

5 8.1906 0 0 5.430 0壁

6 8.1907 0 0 5.430 0壁

7 8.1908 794 6,503 5.430 6,048壁

8 8.1909 487 3,989 5.430 3,709壁

9 8.19010 0 0 5.430 0壁

10 8.19011 0 0 5.430 0壁

11 8.19012 167 1,368 5.430 1,272壁

13 7.28014 0 0 5.430 0壁

14 7.28015 0 0 5.430 0壁

19 6.37020 574 3,656 5.430 507壁

20 6.37021 320 2,038 5.430 282壁

21 6.37022 0 0 5.430 0壁

30 4.55031 421 1,916 5.430 326壁

31 4.55032 421 1,916 5.430 326壁

32 4.55033 0 0 5.430 0壁

33 4.55034 321 1,461 5.430 248壁

34 4.55035 281 1,279 5.430 217壁

35 4.55036 0 0 5.430 0壁

37 3.64038 236 859 5.430 756壁

38 3.64039 0 0 5.430 0壁

39 3.64040 380 1,383 5.430 1,217壁

40 3.64041 197 717 5.430 631壁

41 3.64042 0 0 5.430 0壁

42 3.64043 0 0 5.430 0壁

45 2.73046 281 767 5.430 2,048壁

49 0.91050 167 152 5.430 3,411壁

50 0.91051 0 0 5.430 0壁

51 0.91052 394 359 5.430 8,049壁

52 0.91053 308 280 5.430 6,292壁

53 0.91054 250 228 5.430 5,107壁

54 0.91055 0 0 5.430 0壁

6 8.190- 116 950 5.430 883柱

10 8.190- 99 811 5.430 754柱

13 7.280- 33 240 5.430 112柱

14 7.280- 46 335 5.430 157柱

15 7.280- 33 240 5.430 112柱

22 6.370- 28 178 5.430 24柱

36 4.550- 28 127 5.430 21柱

55 0.910- 66 60 5.430 1,348柱

合　計 7,608 41,313 52,692

Gy = Σ(Dx×y) / ΣDx
Jx = Dx × (y-Gy)^2

＜精密診断法2＞
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偏心率計算表明細

■2階Y方向

柱1 壁/柱 X座標
x(m)

剛性[低減後]
Dy(kN/m)

剛性1次モーメント
Dy×x(kN)

剛心X座標
Gx(m)

剛性2次モーメント
Jy(kN・m)

柱2

1 0.00013 167 0 6.623 7,325壁

13 0.00018 380 0 6.623 16,668壁

18 0.00028 0 0 6.623 0壁

28 0.00037 167 0 6.623 7,325壁

3 1.82014 321 584 6.623 7,405壁

5 3.64015 321 1,168 6.623 2,856壁

15 3.64023 566 2,060 6.623 5,036壁

23 3.64029 0 0 6.623 0壁

29 3.64040 281 1,023 6.623 2,500壁

6 5.46016 281 1,534 6.623 380壁

16 5.46019 0 0 6.623 0壁

19 5.46024 281 1,534 6.623 380壁

30 5.46043 281 1,534 6.623 380壁

43 5.46047 1,181 6,448 6.623 1,597壁

47 5.46049 236 1,289 6.623 319壁

9 9.10021 219 1,993 6.623 1,343壁

33 9.10045 412 3,749 6.623 2,527壁

45 9.10052 0 0 6.623 0壁

10 10.01022 640 6,406 6.623 7,341壁

22 10.01026 189 1,892 6.623 2,168壁

26 10.01034 0 0 6.623 0壁

34 10.01046 0 0 6.623 0壁

46 10.01053 412 4,124 6.623 4,726壁

12 12.74017 167 2,128 6.623 6,248壁

17 12.74027 0 0 6.623 0壁

27 12.74036 250 3,185 6.623 9,354壁

36 12.74044 250 3,185 6.623 9,354壁

44 12.74048 0 0 6.623 0壁

48 12.74055 380 4,841 6.623 14,218壁

52 9.100- 33 300 6.623 202柱

34 10.010- 39 390 6.623 447柱

合　計 7,454 49,367 110,099

Gx = Σ(Dy×x) / ΣDy
Jy = Dy × (x-Gx)^2

＜精密診断法2＞
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通りごとのねじれ補正係数の計算

■1階X方向

通り Y座標
y(m)

剛心Y座標
Gy(m)

X方向剛性合計
ΣDx (kN / m)

Y方向偏心距離
ey (m)

ねじり剛性
KT (kN・m)

ねじれ補正係数
α

偏心による
割増係数 Ce

1.00108,508 0.898.190 5.727 4,992y9 0.909

1.000.937.280y8

1.000.976.370y7

1.051.054.550y5

1.091.093.640y4

1.151.152.275y2'

1.211.210.910y1

1.241.240.000y0

■1階Y方向

通り X座標
x(m)

剛心X座標
Gx(m)

Y方向剛性合計
ΣDy (kN / m)

X方向偏心距離
ex (m)

ねじり剛性
KT (kN・m)

ねじれ補正係数
α

偏心による
割増係数 Ce

1.00108,508 0.510.000 5.392 6,922x0 1.406

1.000.671.820x2

1.000.762.730x3

1.000.843.640x4

1.011.015.460x6

1.171.177.280x8

1.261.268.190x9

1.341.349.100x10

1.421.4210.010x11

1.661.6612.740x14

■2階X方向

通り Y座標
y(m)

剛心Y座標
Gy(m)

X方向剛性合計
ΣDx (kN / m)

Y方向偏心距離
ey (m)

ねじり剛性
KT (kN・m)

ねじれ補正係数
α

偏心による
割増係数 Ce

1.00162,791 0.948.190 5.430 7,608y9 0.412

1.000.967.280y8

1.000.986.370y7

1.021.024.550y5

1.041.043.640y4

1.061.062.730y3

1.091.090.910y1

■2階Y方向

通り X座標
x(m)

剛心X座標
Gx(m)

Y方向剛性合計
ΣDy (kN / m)

X方向偏心距離
ex (m)

ねじり剛性
KT (kN・m)

ねじれ補正係数
α

偏心による
割増係数 Ce

1.00162,791 0.880.000 6.623 7,454x0 0.369

1.000.911.820x2

1.000.943.640x4

1.000.985.460x6

1.051.059.100x10

1.061.0610.010x11

1.111.1112.740x14

＜精密診断法2＞
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X方向

Y方向

剛心から見て重心側の通りの場合 剛心から見て重心と逆側の通りの場合

α = 1+(ΣDx×ey×|y-Gy|/KT)

α = 1+(ΣDy×ex×|x-Gx|/KT)

α = 1-(ΣDx×ey×|y-Gy|/KT)

α = 1-(ΣDy×ex×|x-Gx|/KT)

α :

Ce：Ce＝α （α＞1の場合）
Ce＝1 （α≦1の場合）



鉛直構面の剛性と負担地震力計算

■1階X方向

当該階
地震力
QE(kN)

鉛直構面
負担地震力

QEj(kN)

剛性
(kN/m)

鉛直構面
剛性

Dj(kN/m)

柱1 壁/柱柱2通り 偏心による
割増係数

Ce

20.6457.691.001,7862331 2 壁y9

5182 3 壁

4963 4 壁

1016 7 壁

2339 10 壁

10111 12 壁

815 - 柱

238 - 柱

1.241.001072813 - 柱y8

4614 - 柱

3315 - 柱

11.081.0095964120 21 壁y7

27221 22 壁

2323 - 柱

2324 - 柱

13.981.051,15233931 32 壁y5

42932 33 壁

25033 34 壁

10135 36 壁

3330 - 柱

4.531.0936032138 39 壁y4

3937 - 柱

2.301.1517310143 44 壁y2'

3942 - 柱

3345 - 柱

1.971.2114111848 49 壁y1

2350 - 柱

4.501.2431415751 52 壁y0

15753 54 壁

合計 ΣDj 4,992

＜精密診断法2＞
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QE：「地震力の計算」で求めた地震力×0.2

Ce：「6.偏心率とねじれ補正係数の計算(5)」を参照。

QEj＝(Dj/ΣDj)×Ce×QE

Dj：鉛直構面(通り)ごとの壁および柱の剛性の合計。



鉛直構面の剛性と負担地震力計算

■1階Y方向

当該階
地震力
QE(kN)

鉛直構面
負担地震力

QEj(kN)

剛性
(kN/m)

鉛直構面
剛性

Dj(kN/m)

柱1 壁/柱柱2通り 偏心による
割増係数

Ce

8.3957.691.001,0072331 13 壁x0

23313 18 壁

23328 37 壁

30837 42 壁

2.681.003213213 14 壁x2

0.551.00663338 - 柱x3

3343 - 柱

8.881.001,0662034 15 壁x4

40215 19 壁

32129 39 壁

14039 44 壁

21.631.012,5706415 20 壁x6

32130 40 壁

67540 45 壁

67645 47 壁

25747 51 壁

1.121.17115926 16 壁x8

2321 - 柱

0.591.26562322 - 柱x9

3326 - 柱

7.151.346406408 23 壁x10

9.741.428236419 24 壁x11

14948 54 壁

3334 - 柱

3.571.6625815712 17 壁x14

10127 36 壁

合計 ΣDj 6,922

＜精密診断法2＞
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QE：「地震力の計算」で求めた地震力×0.2

Ce：「6.偏心率とねじれ補正係数の計算(5)」を参照。

QEj＝(Dj/ΣDj)×Ce×QE

Dj：鉛直構面(通り)ごとの壁および柱の剛性の合計。



鉛直構面の剛性と負担地震力計算

■2階X方向

当該階
地震力
QE(kN)

鉛直構面
負担地震力

QEj(kN)

剛性
(kN/m)

鉛直構面
剛性

Dj(kN/m)

柱1 壁/柱柱2通り 偏心による
割増係数

Ce

11.3830.661.002,8232181 2 壁y9

3262 3 壁

3083 4 壁

3084 5 壁

7947 8 壁

4878 9 壁

16711 12 壁

1166 - 柱

9910 - 柱

0.451.001123313 - 柱y8

4614 - 柱

3315 - 柱

3.721.0092257419 20 壁y7

32020 21 壁

2822 - 柱

6.051.021,47242130 31 壁y5

42131 32 壁

32133 34 壁

28134 35 壁

2836 - 柱

3.411.0481323637 38 壁y4

38039 40 壁

19740 41 壁

1.201.0628128145 46 壁y3

5.211.091,18516749 50 壁y1

39451 52 壁

30852 53 壁

25053 54 壁

6655 - 柱

合計 ΣDj 7,608

＜精密診断法2＞
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QE：「地震力の計算」で求めた地震力×0.2

Ce：「6.偏心率とねじれ補正係数の計算(5)」を参照。

QEj＝(Dj/ΣDj)×Ce×QE

Dj：鉛直構面(通り)ごとの壁および柱の剛性の合計。



鉛直構面の剛性と負担地震力計算

■2階Y方向

当該階
地震力
QE(kN)

鉛直構面
負担地震力

QEj(kN)

剛性
(kN/m)

鉛直構面
剛性

Dj(kN/m)

柱1 壁/柱柱2通り 偏心による
割増係数

Ce

2.9430.661.007141671 13 壁x0

38013 18 壁

16728 37 壁

1.321.003213213 14 壁x2

4.801.001,1683215 15 壁x4

56615 23 壁

28129 40 壁

9.301.002,2602816 16 壁x6

28119 24 壁

28130 43 壁

1,18143 47 壁

23647 49 壁

2.871.056642199 21 壁x10

41233 45 壁

3352 - 柱

5.581.061,28064010 22 壁x11

18922 26 壁

41246 53 壁

3934 - 柱

4.781.111,04716712 17 壁x14

25027 36 壁

25036 44 壁

38048 55 壁

合計 ΣDj 7,454

＜精密診断法2＞
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QE：「地震力の計算」で求めた地震力×0.2

Ce：「6.偏心率とねじれ補正係数の計算(5)」を参照。

QEj＝(Dj/ΣDj)×Ce×QE

Dj：鉛直構面(通り)ごとの壁および柱の剛性の合計。



部位ごとの水平構面仕様明細

水平構面の通り間許容せん断耐力の計算

単位長さあたりの
許容せん断耐力

⊿Qa(kN/m)
部位 構面 仕様 床倍率

床倍率
合計

幅180杉板12mm以上、根太＠340以下転ばし、N50＠150以下 0.302階床 床 0.60 1.17

火打ち金物ＨＢ、または木製90×90、平均負担面積3.3㎡以下、梁
背105以上

0.30桁梁

5寸勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、N50
＠150以下

0.201階屋根 屋根 0.50 0.98

火打ち金物ＨＢ、または木製90×90、平均負担面積3.3㎡以下、梁
背105以上

0.30桁梁

5寸勾配以下、幅180杉板9mm以上、垂木＠500以下転ばし、N50
＠150以下

0.202階屋根 屋根 0.44 0.86

火打ち金物ＨＢ、または木製90×90、平均負担面積5.0㎡以下 0.24桁梁

※入力者が任意に追加した仕様は網掛けで塗られて表示されます。

⊿Qa＝床倍率合計×1.96

■1階X方向

水平構面仕様

許容せん断
耐力

Qa(kN)

通り

部位 単位長さあたりの
許容せん断耐力

⊿Qa(kN/m)

奥行
(m)

全体奥行
(m)

許容せん断
耐力合計

ΣQa
(kN)

12.7401.17y9-y8 14.9012.740 14.902階床

12.7401.17y8-y7 14.9012.740 14.902階床

10.0101.17y7-y5 11.7110.010 11.712階床

10.9201.17y5-y4 12.7710.920 12.772階床

12.7400.98y4-y3 5.355.460 13.861階屋根

1.17 8.517.2802階床

12.7400.98y3-y2' 5.355.460 13.861階屋根

1.17 8.517.2802階床

7.2801.17y2'-y1 8.517.280 8.512階床

4.5500.98y1-y0 4.454.550 4.451階屋根

＜精密診断法2＞
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■1階Y方向

水平構面仕様

許容せん断
耐力

Qa(kN)

通り

部位 単位長さあたりの
許容せん断耐力

⊿Qa(kN/m)

奥行
(m)

全体奥行
(m)

許容せん断
耐力合計

ΣQa
(kN)

5.9150.98x0-x2 1.331.365 6.651階屋根

1.17 5.324.5502階床

5.9150.98x2-x3 1.331.365 6.651階屋根

1.17 5.324.5502階床

5.9150.98x3-x4 1.331.365 6.651階屋根

1.17 5.324.5502階床

5.0050.98x4-x6 1.331.365 5.581階屋根

1.17 4.253.6402階床

7.2800.98x6-x8 0.890.910 8.341階屋根

1.17 7.456.3702階床

7.2800.98x8-x9 0.890.910 8.341階屋根

1.17 7.456.3702階床

8.1900.98x9-x10 0.890.910 9.401階屋根

1.17 8.517.2802階床

8.1900.98x10-x11 0.890.910 9.401階屋根

1.17 8.517.2802階床

7.2801.17x11-x14 8.517.280 8.512階床

■2階X方向

水平構面仕様

許容せん断
耐力

Qa(kN)

通り

部位 単位長さあたりの
許容せん断耐力

⊿Qa(kN/m)

奥行
(m)

全体奥行
(m)

許容せん断
耐力合計

ΣQa
(kN)

12.7400.86y9-y8 10.9512.740 10.952階屋根

12.7400.86y8-y7 10.9512.740 10.952階屋根

12.7400.86y7-y5 10.9512.740 10.952階屋根

12.7400.86y5-y4 10.9512.740 10.952階屋根

7.2800.86y4-y3 6.267.280 6.262階屋根

7.2800.86y3-y1 6.267.280 6.262階屋根

■2階Y方向

水平構面仕様

許容せん断
耐力

Qa(kN)

通り

部位 単位長さあたりの
許容せん断耐力

⊿Qa(kN/m)

奥行
(m)

全体奥行
(m)

許容せん断
耐力合計

ΣQa
(kN)

4.5500.86x0-x2 3.914.550 3.912階屋根

4.5500.86x2-x4 3.914.550 3.912階屋根

4.5500.86x4-x6 3.914.550 3.912階屋根

7.2800.86x6-x10 6.267.280 6.262階屋根

7.2800.86x10-x11 6.267.280 6.262階屋根

7.2800.86x11-x14 6.267.280 6.262階屋根

Qa＝⊿Qa×奥行

奥行：許容せん断耐力算定位置におけるその仕様の奥行長さ

全体奥行：許容せん断耐力計算位置における水平構面奥行き（吹抜、階段を除く）

＜精密診断法2＞
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通り間床面積計算表

■X通り間床面積

階 区間 通り 区画 縦
(m)

横
(m)

面積
(㎡)

備考 通り間床面積
Af(㎡)

床面積合計
ΣAf(㎡)

2 11.59340000.910y9-y81 A 12.740 11.59 77.83

11.59340000.910y8-y72 B 12.740 11.59

23.18680001.820y7-y53 C 12.740 23.19

11.59340000.910y5-y44 D 12.740 11.59

6.62480000.910y4-y35 E 7.280 6.62

13.24960001.820y3-y16 F 7.280 13.25

1 11.59340000.910y9-y81 G 12.740 11.59 89.43

11.59340000.910y8-y72 H 12.740 11.59

23.18680001.820y7-y53 I 12.740 23.19

11.59340000.910y5-y44 J 12.740 11.59

11.59340000.910y4-y35 K 12.740 11.59

5.79670000.455y3-y2'6 L 12.740 5.80

9.93720001.365y2'-y17 M 7.280 9.94

4.14050000.910y1-y08 N 4.550 4.14

■Y通り間床面積

階 区間 通り 区画 縦
(m)

横
(m)

面積
(㎡)

備考 通り間床面積
Af(㎡)

床面積合計
ΣAf(㎡)

2 8.28100004.550x0-x21 A 1.820 8.28 77.83

8.28100004.550x2-x42 B 1.820 8.28

8.28100004.550x4-x63 C 1.820 8.28

26.49920007.280x6-x104 D 3.640 26.50

6.62480007.280x10-x115 E 0.910 6.62

19.87440007.280x11-x146 F 2.730 19.87

1 10.76530005.915x0-x21 G 1.820 10.77 89.43

5.38265005.915x2-x32 H 0.910 5.38

5.38265005.915x3-x43 I 0.910 5.38

10.76530005.915x4-x64 J 1.820 10.77

14.90580008.190x6-x85 K 1.820 14.91

7.45290008.190x8-x96 L 0.910 7.45

7.45290008.190x9-x107 M 0.910 7.45

7.45290008.190x10-x118 N 0.910 7.45

19.87440007.280x11-x149 O 2.730 19.87

備考：三角形区画の場合「▲」を表示

＜精密診断法2＞

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(3) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000
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検定条件 : 検定比≦1.00

■1階X方向

P下ｊ, P上j　　　　　 　： 「7.鉛直構面の剛性と負担地震力計算」の 鉛直構面負担地震力QEj
Afj,j+1　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(3)」を参照。
j端負担せん断力　　= 前区間のj+1端負担せん断力 + P下j - P上j (区間1の場合はP下j-P上ｊ)
j+1端負担せん断力 = j端負担せん断力 - (QE下-QE上) ×Afj,j+1 / ΣAf
Qaj　　　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(1)」を参照。

j+1端
負担

せん断力
Qj+1,j(kN)

区間 通り 下階鉛直構面
負担

せん断力
P下j(kN)

上階鉛直構面
負担

せん断力
P上j(kN)

通り間
床面積
Afj,j+1
(㎡)

許容
せん断耐力

Qaj(kN)

j端
負担

せん断力
Qj,j+1(kN)

負担せん断力（地震力）

9.2711.381 y9-y8 14.905.5311.5920.65

6.320.462 y8-y7 14.902.5811.591.24

9.953.723 y7-y5 11.712.4723.1911.09

10.406.064 y5-y4 12.776.6611.5913.98

7.793.415 y4-y3 13.864.0511.594.54

2.851.216 y3-y2' 13.860.985.800.00

3.280.007 y2'-y1 8.510.079.942.30

-3.175.218 y1-y0 4.45-4.504.141.98

水平構面の検定（地震力）

区間 通り j端

検定比 検定

j+1端

検定比 検定|Qj,j+1|

Qaj

|Qj+1,j|

Qaj

OK0.38OK1 y9-y8 0.63

OK0.18OK2 y8-y7 0.43

OK0.22OK3 y7-y5 0.85

OK0.53OK4 y5-y4 0.82

OK0.30OK5 y4-y3 0.57

OK0.08OK6 y3-y2' 0.21

OK0.01OK7 y2'-y1 0.39

NG1.02OK8 y1-y0 0.72

＜精密診断法2＞
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＜精密診断法2＞

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(5) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

上向きの矢印：下階鉛直構面負担せん断力
下向きの矢印：上階鉛直構面負担せん断力
点線　　　　 　 ：水平構面許容せん断耐力
　　　　　　　　　　（数値の単位はkN）

【1階X方向水平構面地震時Q図】
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検定条件 : 検定比≦1.00

■1階Y方向

P下ｊ, P上j　　　　　 　： 「7.鉛直構面の剛性と負担地震力計算」の 鉛直構面負担地震力QEj
Afj,j+1　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(3)」を参照。
j端負担せん断力　　= 前区間のj+1端負担せん断力 + P下j - P上j (区間1の場合はP下j-P上ｊ)
j+1端負担せん断力 = j端負担せん断力 - (QE下-QE上) ×Afj,j+1 / ΣAf
Qaj　　　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(1)」を参照。

j+1端
負担

せん断力
Qj+1,j(kN)

区間 通り 下階鉛直構面
負担

せん断力
P下j(kN)

上階鉛直構面
負担

せん断力
P上j(kN)

通り間
床面積
Afj,j+1
(㎡)

許容
せん断耐力

Qaj(kN)

j端
負担

せん断力
Qj,j+1(kN)

負担せん断力（地震力）

5.462.941 x0-x2 6.651.5210.778.40

2.881.332 x2-x3 6.650.915.382.68

1.460.003 x3-x4 6.65-0.525.380.56

3.574.814 x4-x6 5.58-0.3810.778.89

11.979.305 x6-x8 8.346.5114.9121.64

7.630.006 x8-x9 8.344.917.451.13

5.500.007 x9-x10 9.402.777.450.59

7.052.878 x10-x11 9.404.337.457.15

8.485.599 x11-x14 8.511.2219.879.75

水平構面の検定（地震力）

区間 通り j端

検定比 検定

j+1端

検定比 検定|Qj,j+1|

Qaj

|Qj+1,j|

Qaj

OK0.23OK1 x0-x2 0.83

OK0.14OK2 x2-x3 0.44

OK0.08OK3 x3-x4 0.22

OK0.07OK4 x4-x6 0.64

OK0.79NG5 x6-x8 1.44

OK0.59OK6 x8-x9 0.92

OK0.30OK7 x9-x10 0.59

OK0.47OK8 x10-x11 0.75

OK0.15OK9 x11-x14 1.00

＜精密診断法2＞

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(5) 日付：2020年02月19日 9:27:09
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＜精密診断法2＞

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(5) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

上向きの矢印：下階鉛直構面負担せん断力
下向きの矢印：上階鉛直構面負担せん断力
点線　　　　 　 ：水平構面許容せん断耐力
　　　　　　　　　　（数値の単位はkN）

【1階Y方向水平構面地震時Q図】
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検定条件 : 検定比≦1.00

■2階X方向

P下ｊ, P上j　　　　　 　： 「7.鉛直構面の剛性と負担地震力計算」の 鉛直構面負担地震力QEj
Afj,j+1　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(3)」を参照。
j端負担せん断力　　= 前区間のj+1端負担せん断力 + P下j - P上j (区間1の場合はP下j-P上ｊ)
j+1端負担せん断力 = j端負担せん断力 - (QE下-QE上) ×Afj,j+1 / ΣAf
Qaj　　　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(1)」を参照。

j+1端
負担

せん断力
Qj+1,j(kN)

区間 通り 下階鉛直構面
負担

せん断力
P下j(kN)

上階鉛直構面
負担

せん断力
P上j(kN)

通り間
床面積
Afj,j+1
(㎡)

許容
せん断耐力

Qaj(kN)

j端
負担

せん断力
Qj,j+1(kN)

負担せん断力（地震力）

11.38-1 y9-y8 10.956.7111.5911.38

7.16-2 y8-y7 10.952.4811.590.46

6.20-3 y7-y5 10.95-3.1723.193.72

2.89-4 y5-y4 10.95-1.8011.596.06

1.62-5 y4-y3 6.26-1.066.623.41

0.15-6 y3-y1 6.26-5.2113.251.21

水平構面の検定（地震力）

区間 通り j端

検定比 検定

j+1端

検定比 検定|Qj,j+1|

Qaj

|Qj+1,j|

Qaj

OK0.62NG1 y9-y8 1.04

OK0.23OK2 y8-y7 0.66

OK0.29OK3 y7-y5 0.57

OK0.17OK4 y5-y4 0.27

OK0.17OK5 y4-y3 0.26

OK0.84OK6 y3-y1 0.03

＜精密診断法2＞

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(5) 日付：2020年02月19日 9:27:09
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＜精密診断法2＞

8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(5) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

上向きの矢印：下階鉛直構面負担せん断力
下向きの矢印：上階鉛直構面負担せん断力
点線　　　　 　 ：水平構面許容せん断耐力
　　　　　　　　　　（数値の単位はkN）

【2階X方向水平構面地震時Q図】
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検定条件 : 検定比≦1.00

■2階Y方向

P下ｊ, P上j　　　　　 　： 「7.鉛直構面の剛性と負担地震力計算」の 鉛直構面負担地震力QEj
Afj,j+1　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(3)」を参照。
j端負担せん断力　　= 前区間のj+1端負担せん断力 + P下j - P上j (区間1の場合はP下j-P上ｊ)
j+1端負担せん断力 = j端負担せん断力 - (QE下-QE上) ×Afj,j+1 / ΣAf
Qaj　　　　　　　　　　　： 「8.水平構面の地震力に対する検定(剛床の判定)(1)」を参照。

j+1端
負担

せん断力
Qj+1,j(kN)

区間 通り 下階鉛直構面
負担

せん断力
P下j(kN)

上階鉛直構面
負担

せん断力
P上j(kN)

通り間
床面積
Afj,j+1
(㎡)

許容
せん断耐力

Qaj(kN)

j端
負担

せん断力
Qj,j+1(kN)

負担せん断力（地震力）

2.94-1 x0-x2 3.91-0.438.282.94

0.90-2 x2-x4 3.91-2.478.281.33

2.35-3 x4-x6 3.91-1.028.284.81

8.28-4 x6-x10 6.26-2.4826.509.30

0.39-5 x10-x11 6.26-2.306.622.87

3.29-6 x11-x14 6.26-4.7919.875.59

水平構面の検定（地震力）

区間 通り j端

検定比 検定

j+1端

検定比 検定|Qj,j+1|

Qaj

|Qj+1,j|

Qaj

OK0.11OK1 x0-x2 0.76

OK0.64OK2 x2-x4 0.24

OK0.27OK3 x4-x6 0.61

OK0.40NG4 x6-x10 1.33

OK0.37OK5 x10-x11 0.07

OK0.77OK6 x11-x14 0.53

＜精密診断法2＞
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上向きの矢印：下階鉛直構面負担せん断力
下向きの矢印：上階鉛直構面負担せん断力
点線　　　　 　 ：水平構面許容せん断耐力
　　　　　　　　　　（数値の単位はkN）

【2階Y方向水平構面地震時Q図】

＜精密診断法2＞
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鉛直構面の荷重変形関係の算出

■1階X方向

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0

壁／柱柱1 柱2

変位量(mm)に対する荷重(kN)）

荷重変形関係通り 終局
変位
Du

(mm)

壁21 0.00 1.18 1.75 2.13 2.67 3.19 3.47 3.98 4.20 3.68 3.40 2.49y9 -

壁32 0.00 2.64 3.90 4.75 5.95 7.09 7.72 8.85 9.35 8.21 7.58 5.57 -

壁43 0.00 2.54 3.73 4.53 5.70 6.69 7.29 8.35 8.94 8.77 8.23 6.15 -

壁76 0.00 0.51 0.76 0.93 1.16 1.39 1.51 1.73 1.83 1.59 1.47 1.07 -

壁109 0.00 1.18 1.75 2.13 2.67 3.19 3.47 3.98 4.20 3.68 3.40 2.49 -

壁1211 0.00 0.51 0.76 0.93 1.16 1.39 1.51 1.73 1.83 1.59 1.47 1.07 -

柱-5 0.00 0.29 0.58 0.84 1.33 1.84 2.27 2.98 3.35 3.82 3.80 3.12 -

柱-8 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62 -

合　計 0.00 8.92 13.38 16.46 20.99 25.26 27.82 32.33 34.54 32.17 30.11 22.58 130.43

柱-13 0.00 0.09 0.18 0.27 0.42 0.58 0.70 0.89 1.02 1.01 0.92 0.75y8 -

柱-14 0.00 0.15 0.30 0.45 0.72 1.04 1.33 1.79 2.14 2.49 2.28 1.87 -

柱-15 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 0.35 0.70 1.04 1.64 2.31 2.86 3.73 4.37 4.69 4.29 3.51 150.63

壁2120 0.00 2.44 3.37 3.94 4.71 5.41 5.67 5.98 5.91 5.48 4.85 3.54y7 -

壁2221 0.00 0.99 1.32 1.51 1.77 1.97 2.07 2.09 2.02 1.86 1.69 1.35 -

柱-23 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62 -

柱-24 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62 -

合　計 0.00 3.57 4.99 5.89 7.18 8.34 8.90 9.53 9.61 9.00 8.06 6.13 122.79

壁3231 0.00 1.78 2.56 3.07 3.84 4.54 4.88 5.51 5.81 5.85 5.66 4.71y5 -

壁3332 0.00 2.26 3.23 3.89 4.85 5.74 6.17 6.96 7.34 7.39 7.16 5.96 -

壁3433 0.00 1.31 1.88 2.26 2.82 3.34 3.59 4.05 4.27 4.30 4.17 3.47 -

壁3635 0.00 0.51 0.76 0.93 1.16 1.39 1.51 1.73 1.83 1.59 1.47 1.07 -

柱-30 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 5.97 8.65 10.47 13.17 15.70 16.98 19.30 20.46 20.32 19.55 16.10 163.65

壁3938 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77y4 -

柱-37 0.00 0.12 0.25 0.38 0.61 0.88 1.13 1.52 1.81 2.11 1.93 1.58 -

合　計 0.00 1.34 1.93 2.35 2.96 3.58 3.96 4.51 4.76 4.85 4.35 3.35 138.32

壁4443 0.00 0.51 0.76 0.93 1.16 1.39 1.51 1.73 1.83 1.59 1.47 1.07y2' -

柱-42 0.00 0.12 0.25 0.38 0.61 0.88 1.13 1.52 1.81 2.11 1.93 1.58 -

柱-45 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 0.74 1.23 1.63 2.27 2.96 3.47 4.30 4.85 4.89 4.49 3.54 146.07

壁4948 0.00 0.70 1.02 1.25 1.61 1.93 2.12 2.50 2.73 2.89 2.95 2.64y1 -

柱-50 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62 -

合　計 0.00 0.77 1.17 1.47 1.96 2.41 2.70 3.23 3.57 3.72 3.71 3.26 168.00

壁5251 0.00 0.81 1.18 1.43 1.78 2.15 2.33 2.66 2.79 2.40 2.32 1.93y0 -

壁5453 0.00 0.81 1.18 1.43 1.78 2.15 2.33 2.66 2.79 2.40 2.32 1.93 -

合　計 0.00 1.62 2.36 2.86 3.56 4.30 4.66 5.32 5.58 4.80 4.64 3.86 124.64

通り名に※付き：耐力無しの壁のみ存在する通り
壁に対して最低限の荷重変形関係（石膏ボード非耐力壁片面分の1/3相当）を与えている

終局変位Du：荷重変形関係の「合計」から完全弾塑性置換により求めた値

＜精密診断法2＞
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＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

鉛直構面の荷重変形関係の算出

■1階X方向（続き）

[通り y9] [通り y8]

[通り y7] [通り y5]

[通り y4] [通り y2']

[通り y1] [通り y0]
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鉛直構面の荷重変形関係の算出

■1階Y方向

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0

壁／柱柱1 柱2

変位量(mm)に対する荷重(kN)）

荷重変形関係通り 終局
変位
Du

(mm)

壁131 0.00 1.18 1.75 2.13 2.67 3.19 3.47 3.98 4.20 3.68 3.40 2.49x0 -

壁1813 0.00 1.18 1.75 2.13 2.67 3.19 3.47 3.98 4.20 3.68 3.40 2.49 -

壁3728 0.00 1.18 1.75 2.13 2.67 3.19 3.47 3.98 4.20 3.68 3.40 2.49 -

壁4237 0.00 1.13 1.71 2.07 2.58 2.85 3.00 3.05 2.83 2.19 2.02 1.55 -

合　計 0.00 4.67 6.96 8.46 10.59 12.42 13.41 14.99 15.43 13.23 12.22 9.02 108.56

壁143 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77x2 -

合　計 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77 114.41

柱-38 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89x3 -

柱-43 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 0.22 0.44 0.64 1.00 1.38 1.66 2.10 2.42 2.38 2.18 1.78 146.16

壁154 0.00 0.77 1.06 1.24 1.49 1.71 1.79 1.89 1.86 1.73 1.53 1.12x4 -

壁1915 0.00 1.53 2.11 2.47 2.95 3.39 3.55 3.74 3.70 3.43 3.03 2.22 -

壁3929 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77 -

壁4439 0.00 0.51 0.68 0.78 0.91 1.01 1.06 1.08 1.04 0.96 0.87 0.69 -

合　計 0.00 4.03 5.53 6.46 7.70 8.81 9.23 9.70 9.55 8.86 7.85 5.80 114.46

壁205 0.00 2.44 3.37 3.94 4.71 5.41 5.67 5.98 5.91 5.48 4.85 3.54x6 -

壁4030 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77 -

壁4540 0.00 2.57 3.55 4.15 4.96 5.70 5.97 6.29 6.22 5.77 5.10 3.73 -

壁4745 0.00 2.48 3.74 4.54 5.65 6.25 6.58 6.70 6.22 4.82 4.42 3.40 -

壁5147 0.00 1.33 1.93 2.34 2.93 3.52 3.82 4.36 4.57 3.95 3.82 3.18 -

合　計 0.00 10.04 14.27 16.94 20.60 23.58 24.87 26.32 25.87 22.76 20.61 15.62 106.19

壁166 0.00 0.33 0.44 0.51 0.60 0.66 0.70 0.70 0.68 0.63 0.57 0.45x8 -

柱-21 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62 -

合　計 0.00 0.40 0.59 0.73 0.95 1.14 1.28 1.43 1.52 1.46 1.33 1.07 136.55

柱-22 0.00 0.07 0.15 0.22 0.35 0.48 0.58 0.73 0.84 0.83 0.76 0.62x9 -

柱-26 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 0.18 0.37 0.54 0.85 1.17 1.41 1.78 2.05 2.02 1.85 1.51 146.59

壁238 0.00 2.91 4.23 5.14 6.26 7.63 8.20 9.18 9.25 4.93 4.65 3.62x10 -

合　計 0.00 2.91 4.23 5.14 6.26 7.63 8.20 9.18 9.25 4.93 4.65 3.62 67.99

壁249 0.00 2.44 3.37 3.94 4.71 5.41 5.67 5.98 5.91 5.48 4.85 3.54x11 -

壁5448 0.00 0.77 1.12 1.36 1.70 2.04 2.21 2.53 2.65 2.28 2.21 1.83 -

柱-34 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 3.32 4.71 5.62 6.91 8.14 8.71 9.56 9.77 8.95 8.15 6.26 121.90

壁1712 0.00 0.81 1.18 1.43 1.78 2.15 2.33 2.66 2.79 2.40 2.32 1.93x14 -

壁3627 0.00 0.51 0.76 0.93 1.16 1.39 1.51 1.73 1.83 1.59 1.47 1.07 -

合　計 0.00 1.32 1.94 2.36 2.94 3.54 3.84 4.39 4.62 3.99 3.79 3.00 118.66

通り名に※付き：耐力無しの壁のみ存在する通り
壁に対して最低限の荷重変形関係（石膏ボード非耐力壁片面分の1/3相当）を与えている

終局変位Du：荷重変形関係の「合計」から完全弾塑性置換により求めた値

＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

鉛直構面の荷重変形関係の算出

■1階Y方向（続き）

[通り x0] [通り x2]

[通り x3] [通り x4]

[通り x6] [通り x8]

[通り x9] [通り x10]
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＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

鉛直構面の荷重変形関係の算出

■1階Y方向（続き）

[通り x11] [通り x14]
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鉛直構面の荷重変形関係の算出

■2階X方向

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0

壁／柱柱1 柱2

変位量(mm)に対する荷重(kN)）

荷重変形関係通り 終局
変位
Du

(mm)

壁21 0.00 0.82 1.22 1.48 1.84 2.08 2.19 2.29 2.19 1.81 1.62 1.18y9 -

壁32 0.00 1.71 2.45 2.95 3.68 4.35 4.68 5.28 5.57 5.61 5.43 4.52 -

壁43 0.00 1.13 1.71 2.07 2.58 2.85 3.00 3.05 2.83 2.19 2.02 1.55 -

壁54 0.00 1.13 1.71 2.07 2.58 2.85 3.00 3.05 2.83 2.19 2.02 1.55 -

壁87 0.00 2.91 4.40 5.33 6.64 7.34 7.73 7.87 7.30 5.66 5.20 4.00 -

壁98 0.00 1.84 2.74 3.32 4.12 4.66 4.90 5.12 4.89 4.05 3.62 2.64 -

壁1211 0.00 0.88 1.26 1.51 1.89 2.23 2.40 2.71 2.86 2.88 2.78 2.31 -

柱-6 0.00 0.42 0.83 1.21 1.90 2.63 3.25 4.26 4.79 5.47 5.43 4.47 -

柱-10 0.00 0.35 0.70 1.02 1.61 2.23 2.76 3.62 4.07 4.64 4.61 3.79 -

合　計 0.00 11.19 17.02 20.96 26.84 31.22 33.91 37.25 37.33 34.50 32.73 26.01 135.88

柱-13 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89y8 -

柱-14 0.00 0.15 0.30 0.45 0.72 1.04 1.33 1.79 2.14 2.49 2.28 1.87 -

柱-15 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 0.37 0.74 1.09 1.72 2.42 2.99 3.89 4.56 4.87 4.46 3.65 150.99

壁2019 0.00 2.09 2.80 3.19 3.74 4.16 4.37 4.42 4.27 3.93 3.58 2.85y7 -

壁2120 0.00 1.45 2.11 2.57 3.13 3.81 4.10 4.59 4.62 2.46 2.32 1.81 -

柱-22 0.00 0.09 0.18 0.27 0.42 0.58 0.70 0.89 1.02 1.01 0.92 0.75 -

合　計 0.00 3.63 5.09 6.03 7.29 8.55 9.17 9.90 9.91 7.40 6.82 5.41 78.11

壁3130 0.00 1.53 2.05 2.34 2.74 3.05 3.20 3.24 3.12 2.88 2.63 2.09y5 -

壁3231 0.00 1.53 2.05 2.34 2.74 3.05 3.20 3.24 3.12 2.88 2.63 2.09 -

壁3433 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77 -

壁3534 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39 -

柱-36 0.00 0.09 0.18 0.27 0.42 0.58 0.70 0.89 1.02 1.01 0.92 0.75 -

合　計 0.00 5.39 7.32 8.48 10.08 11.41 12.06 12.52 12.29 11.43 10.35 8.09 120.28

壁3837 0.00 0.86 1.31 1.58 1.97 2.18 2.30 2.34 2.17 1.68 1.54 1.19y4 -

壁4039 0.00 1.43 2.13 2.59 3.21 3.63 3.81 3.98 3.81 3.16 2.82 2.06 -

壁4140 0.00 0.72 1.09 1.32 1.64 1.82 1.91 1.95 1.81 1.40 1.29 0.99 -

合　計 0.00 3.01 4.53 5.49 6.82 7.63 8.02 8.27 7.79 6.24 5.65 4.24 77.21

壁4645 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39y3 -

合　計 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39 115.42

壁5049 0.00 0.88 1.26 1.51 1.89 2.23 2.40 2.71 2.86 2.88 2.78 2.31y1 -

壁5251 0.00 1.44 2.18 2.64 3.29 3.64 3.83 3.90 3.62 2.80 2.58 1.98 -

壁5352 0.00 1.13 1.71 2.07 2.58 2.85 3.00 3.05 2.83 2.19 2.02 1.55 -

壁5453 0.00 1.31 1.88 2.26 2.82 3.34 3.59 4.05 4.27 4.30 4.17 3.47 -

柱-55 0.00 0.22 0.45 0.65 1.01 1.37 1.68 2.15 2.35 2.48 2.27 1.87 -

合　計 0.00 4.98 7.48 9.13 11.59 13.43 14.50 15.86 15.93 14.65 13.82 11.18 134.82

通り名に※付き：耐力無しの壁のみ存在する通り
壁に対して最低限の荷重変形関係（石膏ボード非耐力壁片面分の1/3相当）を与えている

終局変位Du：荷重変形関係の「合計」から完全弾塑性置換により求めた値

＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

鉛直構面の荷重変形関係の算出

■2階X方向（続き）

[通り y9] [通り y8]

[通り y7] [通り y5]

[通り y4] [通り y3]

[通り y1]
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鉛直構面の荷重変形関係の算出

■2階Y方向

0.0 2.8 5.6 8.4 14.0 21.0 28.0 42.0 56.0 84.0 112.0 168.0

壁／柱柱1 柱2

変位量(mm)に対する荷重(kN)）

荷重変形関係通り 終局
変位
Du

(mm)

壁131 0.00 0.88 1.26 1.51 1.89 2.23 2.40 2.71 2.86 2.88 2.78 2.31x0 -

壁1813 0.00 1.43 2.13 2.59 3.21 3.63 3.81 3.98 3.81 3.16 2.82 2.06 -

壁3728 0.00 0.88 1.26 1.51 1.89 2.23 2.40 2.71 2.86 2.88 2.78 2.31 -

合　計 0.00 3.19 4.65 5.61 6.99 8.09 8.61 9.40 9.53 8.92 8.38 6.68 136.90

壁143 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77x2 -

合　計 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77 114.41

壁155 0.00 1.22 1.68 1.97 2.35 2.70 2.83 2.99 2.95 2.74 2.42 1.77x4 -

壁2315 0.00 2.06 2.76 3.14 3.68 4.10 4.30 4.36 4.20 3.87 3.53 2.81 -

壁4029 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39 -

合　計 0.00 4.30 5.80 6.67 7.86 8.83 9.26 9.51 9.23 8.53 7.70 5.97 114.98

壁166 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39x6 -

壁2419 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39 -

壁4330 0.00 1.02 1.36 1.56 1.83 2.03 2.13 2.16 2.08 1.92 1.75 1.39 -

壁4743 0.00 4.33 6.55 7.93 9.88 10.92 11.50 11.71 10.87 8.42 7.74 5.95 -

壁4947 0.00 0.86 1.31 1.58 1.97 2.18 2.30 2.34 2.17 1.68 1.54 1.19 -

合　計 0.00 8.25 11.94 14.19 17.34 19.19 20.19 20.53 19.28 15.86 14.53 11.31 79.38

壁219 0.00 0.80 1.07 1.22 1.43 1.59 1.67 1.69 1.63 1.50 1.37 1.09x10 -

壁4533 0.00 1.50 2.01 2.29 2.68 2.98 3.13 3.17 3.06 2.82 2.57 2.04 -

柱-52 0.00 0.11 0.22 0.32 0.50 0.69 0.83 1.05 1.21 1.19 1.09 0.89 -

合　計 0.00 2.41 3.30 3.83 4.61 5.26 5.63 5.91 5.90 5.51 5.03 4.02 128.74

壁2210 0.00 2.91 4.23 5.14 6.26 7.63 8.20 9.18 9.25 4.93 4.65 3.62x11 -

壁2622 0.00 0.68 0.92 1.04 1.22 1.36 1.43 1.45 1.40 1.29 1.17 0.93 -

壁5346 0.00 1.50 2.01 2.29 2.68 2.98 3.13 3.17 3.06 2.82 2.57 2.04 -

柱-34 0.00 0.12 0.25 0.38 0.61 0.88 1.13 1.52 1.81 2.11 1.93 1.58 -

合　計 0.00 5.21 7.41 8.85 10.77 12.85 13.89 15.32 15.52 11.15 10.32 8.17 75.89

壁1712 0.00 0.88 1.26 1.51 1.89 2.23 2.40 2.71 2.86 2.88 2.78 2.31x14 -

壁3627 0.00 1.31 1.88 2.26 2.82 3.34 3.59 4.05 4.27 4.30 4.17 3.47 -

壁4436 0.00 1.31 1.88 2.26 2.82 3.34 3.59 4.05 4.27 4.30 4.17 3.47 -

壁5548 0.00 1.43 2.13 2.59 3.21 3.63 3.81 3.98 3.81 3.16 2.82 2.06 -

合　計 0.00 4.93 7.15 8.62 10.74 12.54 13.39 14.79 15.21 14.64 13.94 11.31 149.73

通り名に※付き：耐力無しの壁のみ存在する通り
壁に対して最低限の荷重変形関係（石膏ボード非耐力壁片面分の1/3相当）を与えている

終局変位Du：荷重変形関係の「合計」から完全弾塑性置換により求めた値

＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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鉛直構面の荷重変形関係の算出

■2階Y方向（続き）

[通り x0] [通り x2]

[通り x4] [通り x6]

[通り x10] [通り x11]

[通り x14]

＜精密診断法2＞

9.鉛直構面の荷重変形関係の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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鉛直構面負担面積計算表

■X方向鉛直構面負担面積

階 通り 区画 縦(m) 横(m) 面積(㎡) 備考 通り合計(㎡) 階合計(㎡)

2 5.79670000.4550y9 A 12.7400 5.796700 77.84

11.59340000.9100y8 B 12.7400 11.593400

17.39010001.3650y7 C 12.7400 17.390100

17.39010001.3650y5 D 12.7400 17.390100

2.48430000.4550y4 E 5.4600 9.109100

6.62480000.9100F 7.2800

9.93720001.3650y3 G 7.2800 9.937200

6.62480000.9100y1 H 7.2800 6.624800

1 5.79670000.4550y9 I 12.7400 5.796700 89.43

11.59340000.9100y8 J 12.7400 11.593400

17.39010001.3650y7 K 12.7400 17.390100

17.39010001.3650y5 L 12.7400 17.390100

14.49175001.1375y4 M 12.7400 14.491750

3.72645000.6825y2' N 5.4600 13.663650

9.93720001.3650O 7.2800

5.17562501.1375y1 P 4.5500 7.038850

1.86322500.6825Q 2.7300

2.07025000.4550y0 R 4.5500 2.070250

■Y方向鉛直構面負担面積

階 通り 区画 縦(m) 横(m) 面積(㎡) 備考 通り合計(㎡) 階合計(㎡)

2 4.14050004.5500x0 A 0.9100 4.140500 77.84

8.28100004.5500x2 B 1.8200 8.281000

8.28100004.5500x4 C 1.8200 8.281000

4.14050004.5500x6 D 0.9100 17.390100

13.24960007.2800E 1.8200

16.56200007.2800x10 F 2.2750 16.562000

13.24960007.2800x11 G 1.8200 13.249600

9.93720007.2800x14 H 1.3650 9.937200

1 5.38265005.9150x0 I 0.9100 5.382650 89.43

8.07397505.9150x2 J 1.3650 8.073975

5.38265005.9150x3 K 0.9100 5.382650

8.07397505.9150x4 L 1.3650 8.073975

5.38265005.9150x6 M 0.9100 12.835550

7.45290008.1900N 0.9100

11.17935008.1900x8 O 1.3650 11.179350

7.45290008.1900x9 P 0.9100 7.452900

7.45290008.1900x10 Q 0.9100 7.452900

3.72645008.1900x11 R 0.4550 13.663650

9.93720007.2800S 1.3650

9.93720007.2800x14 T 1.3650 9.937200

備考：三角形区画の場合「▲」を表示

＜精密診断法2＞

10.鉛直構面の地震力分布の算出(1) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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各階(層)地震力分布の計算

層
(階)

層の荷重
Wi

(kN)

層の
支持荷重

∑Wi
(kN)

軒高と棟高
の平均

h
(m)

建築物の
固有周期

T
(s)

- - - 7.260 0.218

層せん断力
分布係数

Ai

-

地震力
分布
Qur

-

117.30 117.30 0.406 1.307 0.5315

171.16 288.46 1.000 1.000 0.4685

3

2

1

αi = (i 階より上の全荷重)／(1階より上の全荷重) = ΣWi／ΣW1

αi

T = 0.03×h

Ai = 1 + ( (1/√αi) - αi ) × ( 2T / (1+3T) )

Qur = ΣWi×Ai／(ΣW1×A1)　(最上階の場合)
= (ΣWi×Ai－ΣWi+1×Ai+1)／(ΣW1×A1)　(最上階以外の場合)Qur

鉛直構面地震力分布の計算

地震力分布Qurは建物全体にかかる地震力を1.0とした場合の各層にかかる地震力の分布とする。

増分解析の過程でそれぞれの鉛直構面に与える地震力の分布を求める。

階 通り方向 各階
地震力分布

Qur

各階
負担面積合計Af

(㎡)

鉛直構面
負担面積Afi

(㎡)

鉛直構面
地震力分布

Quri

0.531577.84y92 X 5.80 0.0396

y8 11.59 0.0792

y7 17.39 0.1187

y6 0.00 0.0000

y5 17.39 0.1187

y4 9.11 0.0622

y3 9.94 0.0678

y2' 0.00 0.0000

y1 6.62 0.0452

0.531577.84x0Y 4.14 0.0283

x2 8.28 0.0565

x3 0.00 0.0000

x4 8.28 0.0565

x6 17.39 0.1187

x8 0.00 0.0000

x9 0.00 0.0000

x10 16.56 0.1131

x11 13.25 0.0905

x14 9.94 0.0678

0.468589.43y91 X 5.80 0.0304

y8 11.59 0.0607

y7 17.39 0.0911

y6 0.00 0.0000

y5 17.39 0.0911

y4 14.49 0.0759

y3 0.00 0.0000

y2' 13.66 0.0716

y1 7.04 0.0369

y0 2.07 0.0108

0.468589.43x0Y 5.38 0.0282

x2 8.07 0.0423

x3 5.38 0.0282

x4 8.07 0.0423

x6 12.84 0.0672

＜精密診断法2＞

10.鉛直構面の地震力分布の算出(3) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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階 通り方向 各階
地震力分布

Qur

各階
負担面積合計Af

(㎡)

鉛直構面
負担面積Afi

(㎡)

鉛直構面
地震力分布

Quri

x8 11.18 0.0586

x9 7.45 0.0390

x10 7.45 0.0390

x11 13.66 0.0716

x14 9.94 0.0521

＜精密診断法2＞

10.鉛直構面の地震力分布の算出(3) 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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増分解析の結果(終局状態の確認)
各階・各方向の増分解析終了時点（終局時）の鉛直構面および水平構面の状態を示す。

階 鉛直構面
位置

方向 鉛直構面
終局時変形角

(rad.)

鉛直構面
終局時変位

(mm)

各階・各方向
終局時荷重

(kN)

先に終局
状態に達した

鉛直構面

水平構面
位置

水平構面
終局時変形角

(rad.)

先に終局
状態に達した

水平構面
y9-y8 1/4787.21 1/9728.80y92 X

y8-y7 1/681/5848.25y8

y7-y6 1/1341/4561.64y7

y6-y5 1/1341/4168.41y6

y5-y4 1/4511/3775.19y5

y4-y3 1/13011/3677.21y4 〆

y3-y2' 1/1061/3677.91y3

y2'-y1 1/1061/3873.63y2'

1/4660.81y1

x0-x2 1/11078.70 1/7437.76x0Y

x2-x3 1/17481/5254.31x2

x3-x4 1/17481/5253.79x3

x4-x6 1/6661/5353.27x4

x6-x8 1/2061/5056.00x6

x8-x9 1/2061/4364.85x8

x9-x10 1/2061/4069.28x9

x10-x11 1/1101/3873.71x10

x11-x14 1/1581/4365.44x11

1/5848.18x14

y9-y8 1/11887.77 1/5253.58y91 X

y8-y7 1/1371/4661.29y8

y7-y6 1/1791/4167.93y7

y6-y5 1/2171/3873.01y6

y5-y4 1/1341/3677.20y5

y4-y3 1/3281/3384.00y4

y3-y2' 1/4671/3286.78y3

y2'-y1 1/6431/3287.75y2'

y1-y0 1/1741/3189.88y1

1/3384.65y0

x0-x2 1/16477.58 1/19514.39x0Y

x2-x3 1/2961/11025.49x2

x3-x4 1/3591/9828.57x3

x4-x6 1/2941/9031.10x4

x6-x8 1/971/7537.30x6

x8-x9 1/1361/5056.03x8

x9-x10 1/1721/4562.71x9

x10-x11 1/1301/4167.99x10 〆

x11-x14 1/1941/3775.01x11

1/3189.11x14

＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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増分解析の結果(階・方向ごとの荷重に対する各構面の変形の確認)
増分解析で得られた階・方向ごとの荷重に対する各鉛直構面および水平構面の変形の関係を示す。

■1階X方向

[鉛直構面：通り y9] [鉛直構面：通り y8]

[鉛直構面：通り y7] [鉛直構面：通り y6]

[鉛直構面：通り y5] [鉛直構面：通り y4]

[鉛直構面：通り y3] [鉛直構面：通り y2']

＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■1階X方向（続き）

[鉛直構面：通り y1] [鉛直構面：通り y0]

[水平構面：通り y9-y8間] [水平構面：通り y8-y7間]

[水平構面：通り y7-y6間] [水平構面：通り y6-y5間]

[水平構面：通り y5-y4間] [水平構面：通り y4-y3間]
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■1階X方向（続き）

[水平構面：通り y3-y2'間] [水平構面：通り y2'-y1間]

[水平構面：通り y1-y0間]
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■1階Y方向

[鉛直構面：通り x0] [鉛直構面：通り x2]

[鉛直構面：通り x3] [鉛直構面：通り x4]

[鉛直構面：通り x6] [鉛直構面：通り x8]

[鉛直構面：通り x9] [鉛直構面：通り x10]

＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■1階Y方向（続き）

[鉛直構面：通り x11] [鉛直構面：通り x14]

[水平構面：通り x0-x2間] [水平構面：通り x2-x3間]

[水平構面：通り x3-x4間] [水平構面：通り x4-x6間]

[水平構面：通り x6-x8間] [水平構面：通り x8-x9間]
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■1階Y方向（続き）

[水平構面：通り x9-x10間] [水平構面：通り x10-x11間]

[水平構面：通り x11-x14間]
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■2階X方向

[鉛直構面：通り y9] [鉛直構面：通り y8]

[鉛直構面：通り y7] [鉛直構面：通り y6]

[鉛直構面：通り y5] [鉛直構面：通り y4]

[鉛直構面：通り y3] [鉛直構面：通り y2']

＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■2階X方向（続き）

[鉛直構面：通り y1] [水平構面：通り y9-y8間]

[水平構面：通り y8-y7間] [水平構面：通り y7-y6間]

[水平構面：通り y6-y5間] [水平構面：通り y5-y4間]

[水平構面：通り y4-y3間] [水平構面：通り y3-y2'間]
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■2階X方向（続き）

[水平構面：通り y2'-y1間]
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■2階Y方向

[鉛直構面：通り x0] [鉛直構面：通り x2]

[鉛直構面：通り x3] [鉛直構面：通り x4]

[鉛直構面：通り x6] [鉛直構面：通り x8]

[鉛直構面：通り x9] [鉛直構面：通り x10]

＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）

■2階Y方向（続き）

[鉛直構面：通り x11] [鉛直構面：通り x14]

[水平構面：通り x0-x2間] [水平構面：通り x2-x3間]

[水平構面：通り x3-x4間] [水平構面：通り x4-x6間]

[水平構面：通り x6-x8間] [水平構面：通り x8-x9間]
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■2階Y方向（続き）

[水平構面：通り x9-x10間] [水平構面：通り x10-x11間]

[水平構面：通り x11-x14間]

＜精密診断法2＞

11.増分解析結果の確認 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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完全弾塑性置換による保有水平耐力Queと構造特性係数Dsの算出

荷重変形関係の完全弾塑性置換過程①～⑥

荷重変形関係の完全弾塑性置換過程⑦～⑫

計算内容 算出値

①荷重変形曲線の最大荷重をPMaxとする。 PMax＝87.77(kN)

②0.1Pmaxと0.4Pmax時の点を結ぶ線分Ⅰを描く。 ―

③0.4Pmaxと0.9Pmax時の点を結ぶ線分Ⅱを描く。 ―

④線分Ⅱと平行で、荷重変形曲線に接する線分Ⅲ（接線）を描く。 ―

⑤線分ⅠとⅢの交点の荷重を降伏荷重Pyとし、降伏荷重を表す線分Ⅳを描く。 Py＝46.45(kN)

⑥線分Ⅳと荷重変形曲線の交点（降伏点）の変位を降伏変位Dyとする。 Dy＝13.21(mm)

⑦原点と降伏点を通る線分Ⅴを描く。 ―

⑧最大荷重経過後、0.8Pmaxに達する変位と変形角0.06rad に達する変位のうち
   小さい方を終局変位Du とし、終局変位を表す線分Ⅵを描く。

Du＝140.44(mm)

⑨荷重変形曲線、変位軸および線分Ⅵで囲まれる部分の面積Sを計算する。 S＝10,188(kN・mm)

⑩線分Ⅴ、線分Ⅶ、線分Ⅵおよび変位軸で囲まれる台形の面積がＳと等しくなるように、
   変位軸と平行な線分Ⅶを定める。

―

⑪線分Ⅶが示す荷重を終局耐力Pu＝保有水平耐力Queとする。 Pu＝78.83(kN)

⑫線分Ⅴと線分Ⅶの交点の変位(1/200rad.未満の場合は1/200rad.)をD0 とし、
   塑性率μ＝Du／D0とする。
   構造特性係数Ds＝1/√（2μ－1）とする。

D0＝22.41(mm)
μ＝6.26
Ds＝0.30

■1階X方向
増分解析により求めた重心位置の荷重変形関係を完全断塑性置換して保有水平耐力と構造特性係数を算出する。

＜精密診断法2＞

12.階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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荷重変形関係の完全弾塑性置換過程①～⑥

荷重変形関係の完全弾塑性置換過程⑦～⑫

計算内容 算出値

①荷重変形曲線の最大荷重をPMaxとする。 PMax＝77.58(kN)

②0.1Pmaxと0.4Pmax時の点を結ぶ線分Ⅰを描く。 ―

③0.4Pmaxと0.9Pmax時の点を結ぶ線分Ⅱを描く。 ―

④線分Ⅱと平行で、荷重変形曲線に接する線分Ⅲ（接線）を描く。 ―

⑤線分ⅠとⅢの交点の荷重を降伏荷重Pyとし、降伏荷重を表す線分Ⅳを描く。 Py＝41.84(kN)

⑥線分Ⅳと荷重変形曲線の交点（降伏点）の変位を降伏変位Dyとする。 Dy＝8.87(mm)

⑦原点と降伏点を通る線分Ⅴを描く。 ―

⑧最大荷重経過後、0.8Pmaxに達する変位と変形角0.06rad に達する変位のうち
   小さい方を終局変位Du とし、終局変位を表す線分Ⅵを描く。

Du＝87.42(mm)

⑨荷重変形曲線、変位軸および線分Ⅵで囲まれる部分の面積Sを計算する。 S＝5,568(kN・mm)

⑩線分Ⅴ、線分Ⅶ、線分Ⅵおよび変位軸で囲まれる台形の面積がＳと等しくなるように、
   変位軸と平行な線分Ⅶを定める。

―

⑪線分Ⅶが示す荷重を終局耐力Pu＝保有水平耐力Queとする。 Pu＝69.55(kN)

⑫線分Ⅴと線分Ⅶの交点の変位(1/200rad.未満の場合は1/200rad.)をD0 とし、
   塑性率μ＝Du／D0とする。
   構造特性係数Ds＝1/√（2μ－1）とする。

D0＝14.75(mm)
μ＝5.92
Ds＝0.31

■1階Y方向
増分解析により求めた重心位置の荷重変形関係を完全断塑性置換して保有水平耐力と構造特性係数を算出する。

＜精密診断法2＞

12.階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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荷重変形関係の完全弾塑性置換過程①～⑥

荷重変形関係の完全弾塑性置換過程⑦～⑫

計算内容 算出値

①荷重変形曲線の最大荷重をPMaxとする。 PMax＝87.21(kN)

②0.1Pmaxと0.4Pmax時の点を結ぶ線分Ⅰを描く。 ―

③0.4Pmaxと0.9Pmax時の点を結ぶ線分Ⅱを描く。 ―

④線分Ⅱと平行で、荷重変形曲線に接する線分Ⅲ（接線）を描く。 ―

⑤線分ⅠとⅢの交点の荷重を降伏荷重Pyとし、降伏荷重を表す線分Ⅳを描く。 Py＝46.71(kN)

⑥線分Ⅳと荷重変形曲線の交点（降伏点）の変位を降伏変位Dyとする。 Dy＝12.85(mm)

⑦原点と降伏点を通る線分Ⅴを描く。 ―

⑧最大荷重経過後、0.8Pmaxに達する変位と変形角0.06rad に達する変位のうち
   小さい方を終局変位Du とし、終局変位を表す線分Ⅵを描く。

Du＝123.58(mm)

⑨荷重変形曲線、変位軸および線分Ⅵで囲まれる部分の面積Sを計算する。 S＝8,789(kN・mm)

⑩線分Ⅴ、線分Ⅶ、線分Ⅵおよび変位軸で囲まれる台形の面積がＳと等しくなるように、
   変位軸と平行な線分Ⅶを定める。

―

⑪線分Ⅶが示す荷重を終局耐力Pu＝保有水平耐力Queとする。 Pu＝77.87(kN)

⑫線分Ⅴと線分Ⅶの交点の変位(1/200rad.未満の場合は1/200rad.)をD0 とし、
   塑性率μ＝Du／D0とする。
   構造特性係数Ds＝1/√（2μ－1）とする。

D0＝21.43(mm)
μ＝5.76
Ds＝0.31

■2階X方向
増分解析により求めた重心位置の荷重変形関係を完全断塑性置換して保有水平耐力と構造特性係数を算出する。

＜精密診断法2＞

12.階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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荷重変形関係の完全弾塑性置換過程①～⑥

荷重変形関係の完全弾塑性置換過程⑦～⑫

計算内容 算出値

①荷重変形曲線の最大荷重をPMaxとする。 PMax＝78.70(kN)

②0.1Pmaxと0.4Pmax時の点を結ぶ線分Ⅰを描く。 ―

③0.4Pmaxと0.9Pmax時の点を結ぶ線分Ⅱを描く。 ―

④線分Ⅱと平行で、荷重変形曲線に接する線分Ⅲ（接線）を描く。 ―

⑤線分ⅠとⅢの交点の荷重を降伏荷重Pyとし、降伏荷重を表す線分Ⅳを描く。 Py＝42.19(kN)

⑥線分Ⅳと荷重変形曲線の交点（降伏点）の変位を降伏変位Dyとする。 Dy＝8.08(mm)

⑦原点と降伏点を通る線分Ⅴを描く。 ―

⑧最大荷重経過後、0.8Pmaxに達する変位と変形角0.06rad に達する変位のうち
   小さい方を終局変位Du とし、終局変位を表す線分Ⅵを描く。

Du＝114.11(mm)

⑨荷重変形曲線、変位軸および線分Ⅵで囲まれる部分の面積Sを計算する。 S＝7,666(kN・mm)

⑩線分Ⅴ、線分Ⅶ、線分Ⅵおよび変位軸で囲まれる台形の面積がＳと等しくなるように、
   変位軸と平行な線分Ⅶを定める。

―

⑪線分Ⅶが示す荷重を終局耐力Pu＝保有水平耐力Queとする。 Pu＝71.46(kN)

⑫線分Ⅴと線分Ⅶの交点の変位(1/200rad.未満の場合は1/200rad.)をD0 とし、
   塑性率μ＝Du／D0とする。
   構造特性係数Ds＝1/√（2μ－1）とする。

D0＝14.00(mm)
μ＝8.15
Ds＝0.26

■2階Y方向
増分解析により求めた重心位置の荷重変形関係を完全断塑性置換して保有水平耐力と構造特性係数を算出する。

＜精密診断法2＞

12.階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)

ホームズ君耐震診断Pro Ver.4.3.0.0 （プログラム評価範囲外）
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偏心率による割増係数Feの算出

※柔床ルートのため、偏心率による割増係数Feは1.0とする。（ねじれは増分解析で考慮済み）

2.800

2.800

各階階高（m）

1.000

1.000

1.139

1.000

形状特性係数
Fes

X方向平均

Y方向平均

93.66

101.60

0.00720

0.00735

0.02064

0.01489

層間変形角

1.000

1.000

1.139

1.000

剛性率による
割増係数Fs

1.482

1.339

0.517

0.660

剛性率
Rs

138.88

136.05

48.44

67.15

層間変形角の
逆数rs

剛性率および剛性率による割増係数Fsの算出

153.32

288.46

階 方向
剛性合計（補正後）

ΣDj(kN/m)

X

Y

X
2

7,608

7,454

4,992

Y
1

6,922

各階地震力
Qud（ｋＮ）

層間変形角＝Qud／(ΣDj×階高)
Rs＝rs／rsの平均
Fs＝1.00
Fs＝(2.00－Rs／0.60）

（Rs≧0.6の場合）
（Rs＜0.6の場合）

形状特性係数Fesの算出

1.000

1.000

1.139

1.000

階 方向
偏心率による
割増係数Fe

X

Y

X
2

1.000

1.000

1.000

Y
1

1.000

剛性率による
割増係数Fs

Fes＝Fe×Fs

※ΣDjは「7.鉛直構面の剛性と負担地震力計算」を参照。
※Qudは「2.地震力計算(7)」を参照。

各階地震力
Qud(kN)

153.32

288.46

形状特性係数
Fes

構造特性係数
Ds

必要保有水平耐力
割増

1.00

1.00

55.20

47.53

115.00

103.85

必要保有水平耐力
Qun(kN)

1.000

1.000

1.139

1.000

必要保有水平耐力Qunの算出

0.31+0.05＝0.36

0.26+0.05＝0.31

0.30+0.05＝0.35

0.31+0.05＝0.36

階 方向

X

Y

X
2

Y
1

Qun＝Ds×Fes×Qud×必要保有水平耐力割増
※Dsは「12.階・方向ごとの保有水平耐力と構造特性係数算出」を参照。
    (ただし安全率を考慮して0.05を加算したうえで、0.30未満となる場合は0.30とする）

＜精密診断法2＞

13.形状特性係数と必要保有水平耐力の算出 日付：2020年02月19日 9:27:09

建物コード：000000

財来一郎(在来軸組構法)
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